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45
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曹
魏
お
よ
び
西
晋

に
お
け
る
都
督
と
将
軍

山

口

正

晃

要

旨
三
国
魏
に
お

い
て
制
度
化
さ
れ
た
都
督
制
は
、
若
干
の
変
化
を
見
せ
な
が
ら
も
、
次

の
西
晋
王
朝
ま
で
大
枠
と
し
て
は
変
更
な
く
受
け
継
が
れ
た
。
そ

の
制

度
上

の
特
徴
に

つ
い
て
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
、
本
稿

の
主
題
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
(
1
)
魏
晋
期
都
督
制

の
制
度
内
容
に

つ
い
て
最
も
ま
と
ま

っ
た
記

述

の
あ
る

『晋
書
』
職
官
志

の
分
析
、

(2
)
都
督
制
に
付
随
す
る

「節
」
と

い
う
権
力
標
識
か
ら
見
た
都
督
制
の
成
立
経
緯
、
(
3
)
都
督
制

の
実
際
の
運
用

状
況
、
(4
)
軍
隊
組
織

に
お
け
る
都

督

の
位
置
づ
け
と

い
う
四

つ
の
視
点
か
ら
、
検
討
を
加
え

る
。
そ

の
結
果
、
都
督
制
が
将
軍

の
地
位

下
落
を
契
機
と
し

て
出
現
し
た
制
度

で
あ
り
な
が
ら
、
実
際
に
は
そ
の
制
度
上
の
基
盤
は
却

っ
て
将
軍
に
存
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
都
督
と
は
独
立
し
た
官
職

で
は
な
く
、
将
軍

が
持

つ

「肩
書
き
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
結
論
は
、

二
つ
の
点

に
お
い
て
先
行
研
究

に
対
す
る
独
自

の
意
義
を
有
す
る
。

一
つ
は
、
漢
末
三
国
に

将
軍
号
が
虚
号
化
し
て
軍
事
長
官

の
座
か
ら
転
落
し
た
と

い
う
従
来
の
理
解

に
釘
を
刺
し
、
西
晋
期
ま

で

コ

軍
」
の
長
官
と
し
て
の
地
位
は
な
お
保

っ
て
い

た
こ
と
を
指
摘
し
た
点
。

い
ま

一
つ
は
、

一
部

の
研
究
者
に
見
ら
れ
る
都
督

の
主
体
を
刺
史

・
太
守
と
見
な
す
誤
解
を
正
し
、
現
実
に
刺
史

・
太
守
が
都
督
を

兼
任
す
る
場
合
は
あ
る
も

の
の
、
そ

れ
は
将
軍
号
を
持

つ
刺
史

・
太
守

で
あ

っ
て
、
制
度
的
に
都
督
が
付
与
さ
れ
る
の
は
あ
く
ま

で
も
将
軍
に
対
し
て
で
あ
る

こ
と
を
論
証
し
た
点
、

で
あ
る
。

(11)
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ド

日
中
国
史
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
、
軍
事
制
度
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都
督
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魏
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西
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は
じ
め
に

魏
晋
時
期

に
お
け
る
都
督
諸
軍
事

に
関
す
る
研
究
は
、
日
中
両
国
に
お

い
て
既
に
数
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
と
中
国
で
は
関
心

の
所
在
が

や
や
異
な
る
よ
う

で
あ
る
。
具
体
的

に
言
え
ば
、
中
国
で
は
都
督
制

の
運
用
実
態

や
歴
史
的
役
割
を
中
心
と
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
、

一
定

の
成
果
を
挙
げ

て

(
1
)

い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
四
征
将
軍
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
、
制
度
的
な
側
面

に
重
心
が
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者

の
見
る
と
こ
ろ
、
制
度
的

な
解
明
は

い
ま
だ
十
分

に
な
さ
れ
て

い
る
と
は
言

い
難

い
。
そ
こ
で
、
本
稿

で
は
都
督
諸
軍
事

の

「制
度
」
を
中
心
と
し
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
制
度
そ
の

も

の
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
歴
史
的
な
位
置
づ
け
に

つ
い
て
新
た
な
側
面
を
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
し
、
同
時
に
ま
た
、
運
用
実
態
に
関

し
て
、
従
来

の
研
究
を
若
干
補
正
す

る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
う

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
従
来

の
都
督
制

の
研

究
に

つ
い
て
日
中
両
国
と
も
に
共
通
し
て
言
え
る
の
は
、
制
度

の
解
明
を
試
み
る
際
に
、

『晋
書
』
職
官
志
や

『宋
書
』

百
官
志

の
記
載
を
参
照
し

つ
つ
も
、

む
し
ろ
具
体
的
な
事
例
を
中
心
と
し
て
検
討
し
て
い
る
、
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
言
う
ま

で
も
な
く

こ

の
時
代
は
戦
乱

の
時
代

で
あ

っ
て
、
特

に
軍
事
制
度
に

つ
い
て
は
著
し

い
変
化
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ

の
よ
う
な
時
代
状
況
と
も
関
係
あ
る
か
も
知
れ
な
い

(2

)

が
、
史
料
上
の
表
記
に

つ
い
て
も
、
混
乱
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
具
体
的
な
事
例

の
検
討
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
制
度

の
規

(
3
)

定
を
見
出
だ
す
に
は
限
界
が
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿

で
は
ま
ず

『晋
書
』
職
官
志

の
都
督
制
に
関
す

る
記
事
を
全
面
的
に
検
討
す
る
こ

と
か
ら
始
め
、
そ
の
上
で
個

々
の
具
体
的
な
事
例
を
見

て
い
く
こ
と
と
す
る
。

(lz)

 

第

一
章

『晋
書
』
職
官
志

の
検
討

晋
代
の
都
督
制

に
つ
い
て
最
も
ま
と
ま

っ
た
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る

の
が
、
『晋
書
』
職
官
志

で
あ
る
。

『三
国
志
』
に
は
志
が
な
い
が
、
晋
代

の
制
度
は

概
ね
曹
魏
か
ら
そ
の
ま
ま
継
承
し
て

い
る
の
で
、
曹
魏

の
都
督
制

に
つ
い
て
は

『晋
書
』
職
官
志

の
記
載
か
ら
類
推
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
従
来

の
研
究
に
お



い
て
も
、
そ
う
し
た
見
地
か
ら

『晋
書
』
職
官
志
を
て
が
か
り
と
し
て
曹
魏

の
都
督
制

の
解
明
に
努
め
て
い
る
も

の
が
多

い
。
ま
ず
は
そ

の

『晋
書
』
職
官
志

か
ら
、
都
督
制
に
関
す
る
記
事
お
よ
び
そ
れ
を
検
討
す
る
に
当
た

っ
て
必
要
な
箇
所
を
抜
き
出
し
て
、
以
下
に
挙
げ
る
。
な
お
、
行
論

の
都
合
上
、
各
段

の
首

に

(A
)
か
ら

(
H
)
の
符
号
を
附

し
た
。

(A
)

願
騎

・
車
騎

・
衛
將
軍
、
伏
波

・
撫
軍

・
都
護

・
鎭
軍

・
中
軍

・
四
征

・
四
鎭

・
龍
駿

・
典
軍

・
上
軍

・
輔
國
等
大
將
軍
、
左
右
光
緑

・
光
緑

三
大
夫
、

開
府
者
皆
爲
位
從
公
。

(B
)
太
宰

・
太
傅

・
太
保

・
司
徒

・
司
空

・
左
右
光
緑
大
夫

・
光
緑
大
夫
、
開
府
位
從
公
者
爲
文
官
公
、
冠
進
賢
三
梁
、
黒
介
憤
。

(C
)
大
司
馬

・
大
將
軍

・
太
尉
、
願
騎

・
車
騎

・
衛
將
軍
、
諸
大
將
軍
、
開
府
位
從
公
者
爲
武
官
公
、
皆
著
武
冠
、
平
上
黒
憤
。

(
D

)

(
E

)

　 　

GF
口 口

 

(
H

)

諸
公
及
開
府
位
從
公
者
、
品
秩
第

一

(以
下
省
略
)

諸
公
及
開
府
位
從
公
加
兵
者
、
増
置
司
馬

一
人
、
秩
千
石
。
從
事
中
郎
二
人
、
秩
比
千
石
。
主
簿

・
記
室
督
各

一
人
。
舎
人
四
人
。
兵
鎧

・
士
曹
、
螢

捌

軍

・
刺
姦

・
帳
下
都
督
、
外
都
督
、
令
史
各

一
人
。
主
簿
已
下
、
令
史
已
上
、
皆
緯
服
。
司
馬
給
吏
卒
如
長
史
、
從
事
中
郎
給
侍
二
人
、
主
簿

・
記
室

ー

督
各
給
侍

一
人
。
其
絵
臨
時
増
崇
者
、
則
褒
加
各
因
其
時
爲
節
文
、
不
爲
定
制
。

諸
公
及
開
府
位
從
公
爲
持
節
都
督
、
増
参
軍
爲
六
人
、
長
史

・
司
馬

・
從
事
中
郎

・
主
簿

・
記
室
督

・
祭
酒

・
橡
囑

・
舎
人
、
如
常
加
兵
公
制
。

腰
騎
已
下
及
諸
大
將
軍
不
開

府

・
非
持
節
都
督
者
、
品
秩
第

二
、
其
緑
與
特
進
同
。
置
長
史

・
司
馬
各

一
人
、
秩
千
石
。
主
簿
、
功
曹
史
、
門
下
督
、

録
事
、
兵
鎧
士
賊
曹
、
螢
軍

・
刺
姦

・
帳
下
都
督
、
功
曹
書
佐
門
吏
、
門
下
書
吏
各

一
人
。
其
假
節
爲
都
督
者
、
所
置
與
四
征
鎭
加
大
將
軍
不
開
府
爲

都
督
者
同
。

四
征
鎭
安
平
加
大
將
軍
不
開
府

・
持
節
都
督
者
、
品
秩
第

二
、
置
参
佐
吏
卒

・
幕
府
兵
騎
如
常
都
督
制
、
唯
朝
會
緑
賜
從

二
品
將
軍
之
例
。
然
則
持
節

都
督
無
定
員
。
前
漢
遣
使
始
有
持
節
。
光
武
建
武
初
、
征
伐
四
方
、
始
権
時
置
督
軍
御
史
、
事
寛
罷
。
建
安
中
、
魏
武
爲
相
、
始
遣
大
將
軍
督
之
。

二

十

一
年
、
征
孫
権
還
、
夏
侯
惇

督
二
十
六
軍
是
也
。
魏
文
帝
黄
初
三
年
、
始
置
都
督
諸
州
軍
事
、
或
領
刺
史
。
又
上
軍
大
將
軍
曹
眞
都
督
中
外
諸
軍
事

・

假
黄
鐡
、
則
総
統
内
外
諸
軍
　
。
魏
明
帝
太
和
四
年
秋
、
宣
帝
征
蜀
、
加
號
大
都
督
。
高
貴
郷
公
正
元

二
年
、
文
帝
都
督
中
外
諸
軍
、
尋
加
大
都
督
。

曹
魏
お
よ
び
西
晋
に
お
け
る
都
督
と
将
軍
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及
苦
受
暉
、
都
督
諸
軍
爲
上
、
監
諸
軍
次
之
、
督
諸
軍
爲
下
。
使
持
節
爲
上
、

人
、
若
軍
事
、
得
與
使
持
節

同
。
假
節
唯
軍
事
得
殺
犯
軍
令
者
。
江
左
以
來
、

持
節
次
之
、
假
節
爲
下
。
使
持
節
得
殺
二
千
石
以
下
。
持
節
殺
無
官
位

都
督
中
外
尤
重
、
唯
王
導
等
権
重
者
乃
居
之
。

(
『晋
書
』
巻
二
十
四
、
職
官
志
)

従
来

の
研
究

で
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は
、
も

っ
ぱ
ら

(
H
)

の
段
、
特

に

「都
督
諸
軍
爲
上
、
監
諸
軍
次
之
、
督
諸
軍
爲
下
。
使
持
節
爲
上
、
持
節
次
之
、
假

節
爲
下
」
と
い
う
部
分

で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
都
督

に
は

「
都
督

・
監

・
督
」
の
三
級
が
あ
り
、
原
則
と
し
て
都
督
と
密
接
不
可
分
な
持
節
に
も

「使
持
節

・

持
節

・
假
節
」
と

い
う
三
級
が
存
在

す
る
こ
と
が
分
か
る
。
厳
耕
望
氏
は

こ
の
記
事
を
基
に
正
史

か
ら
具
体
的
な
事

例
を
集

め
、
そ
こ
か
ら
、
「
都
督
」
の
三

(
4
)

級
と

「持
節
」

の
三
級
と

の
問
に
は
対
応
関
係
が
な

い
こ
と
、

つ
ま
り
、
合
計
九
通
り

の
組

み
合
わ
せ
が
確
認
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
は
既
に
定
説
と

な

っ
て
い
る
。
筆
者
も
ま
た
そ

の
見
解

に
は
賛
成

で
あ
る
が
、
し
か
し

(F
)

(G
)

(H
)
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う

に
、
都
督
制
に
言
及
し
て
い
る
箇
所
は

他

に
も
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら

一
連

の
記
載
か
ら
は
、
よ
り
具
体
的
に
都
督
制

の
制
度
的
な
概
要
を
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
以
下
に

瑚

お
い
て

(F
)

(G
)

(H
)

の
三
段
を
中
心
と
し
て
、
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

ー

ま
ず

(F
)
の
記
事

か
ら
説
明
す
る
。
こ
の
段
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
(D
)
(
E
)
の
二
段
と
併
せ
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
と

い
う

の
は
、
こ
れ
ら
三
段
は
、

い
ず
れ
も

「諸
公
及
開
府
位
從
公
」

に
つ
い
て
の
規
定
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
に
あ

る

「諸
公
」
と
は
、
(A
)
の
前
段
に
あ
る
上
公

(太
宰

・
太
傅

・
太
保
)
・

三
公

(太
尉

・
司
徒

・
司
空
)
・
大
司

馬

・
大
將
軍
の
い
わ
ゆ
る

「
八
公
」
を
指
し
、
「開
府
位
從
公
」
と
は

(A
)
の

「
開
府
者
爲
位
從
公
」
を
指
す
。

つ
ま
り
、

(B
)
の
文
官
公
と

(C
)
の
武
官
公
を
併
せ
た
も

の
と
言
う

こ
と
も
で
き
る
。
ま
ず

(D
)
に
お
い
て
、
彼
ら

の
基
本
的
な
属
僚
の
内
容
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

次

に

(E
)
に
お

い
て
、
彼
ら
が

「
兵
を
加
え
」
ら
れ
た
場
合

に
つ
い
て
の
規
定
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、

(D
)
に
司
馬
以
下

の
軍
事

に
関
す

る
属
僚
が

(
5
)

増
置
さ
れ
た
内
容
と
な

っ
て

い
る
。

こ

の
規
定

に
よ
り
、

(D
)
が
文
官
公
を
、

(E
)
が
武
官
公
を
そ
れ
ぞ
れ
基
本
的
な
対
象
と
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て

(F
)
で
は
、
彼
ら
が

「持
節
都
督
」
と
な

っ
た
際
の
属
僚

の
構
成
内
容
が
規
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「常
加
兵
公
制
」
I
l
す
な
わ
ち

(E
)

の
規
定
l
l

に
参
軍
を
六
人
加
え
た
内
容
と
な

っ
て
い
る
。
従

っ
て
、
こ
こ
は

「
諸
公
及
開
府
位
從
公
爲
持
節
都
督
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
厳
密
に
は
、

「諸
公
及
開
府
位
從
公
加
兵
爲
持
節
都
督
」
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り

こ
の
段
か
ら
は
、
持
節
都
督
に
な
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
兵
を
領
し
て
い
る
者



の
み
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
持
節
都
督

に
な

っ
た
場
合

に
は
府
僚

の
参
軍
が
増
や
さ
れ
る
と

い
う
、
都
督
制

に
関
す
る
二
つ
の
情
報
を
見
出
だ
す

こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

次
に

(G
)
に

つ
い
て
説
明
す

る
。

こ
こ
に
あ
る

「願
騎
已
下
及
諸
大
將
軍
」
は
、

(A
)
を
参
照
す
る
と
、
願
騎

・
車
騎

・
衛

の
三
将
軍
お
よ
び
伏
波
か

ら
輔
国
に
至
る
諸
大
将
軍
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
そ
し
て

「不
開
府

・
非
持
節
都
督
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
開
府

で
も
な
く
持
節
都
督
で
も
な

い
、

す
な
わ
ち
、
附
加
的
条
件
が
何
も
な

い
場
合
で
の
規
定
と

い
う

こ
と
に
な
る
が
、
そ
こ
で

「品
秩
第
二
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が

(H
)
の
段
に
見
え
る

「
二

(
6
)

品
將
軍
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
要
す
る
に
、
こ
こ
は

「
二
品
將
軍
」
の
基
本
的
な
規
定
に

つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
そ
し

て
、
彼
ら
が

「
不
開
府

・
持
節
都
督
」
と
な

っ
た
場
合

に
つ
い
て
記
し
た

の
が
、
こ
の
段

の
後
半
部
分

「其
假
節
爲
都
督
者
、
所
置
與

四
征
鎭
加
大
將
軍
不
開

府
爲
都
督
者
同
」
と

い
う
部
分
で
あ

る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
次

の

(H
)

の
段
を
指
し
て
い
る
。
因
み
に
、

二
品
将
軍
が
開
府
を
加
え
ら
れ
る
と

(A
)

の
規

定

に
よ
り
位
從
公
と
な
る

の
で
、
「開

府

・
非
持
節
都
督
」
の
場
合
は

(
E
)
に
該
当
し
、
「開
府

・
持
節
都
督
」
の
場
合
は

(F
)
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

最
後

に
、

(H
)
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

こ
こ
で
規
定

の
対
象
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
「
四
征

・
鎭

・
安

・
平
將
軍
」
の

「
大
將
軍
」
を
加
え
ら
れ
た
者
、

つ
ま
り

「
四
征

・
鎭

・
安

・
平
大
將

軍
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
記

(G
)

の

「諸
大
將
軍
」
に
当

て
は
ま
る
の
で
、
二
品
将
軍
に
含
ま
れ
る
。
二
品
将
軍
で
あ

る
か
ら
に
は
、
当
然

(G
)
と
同
じ
く
、
「開
府

・
非
持
節
都
督
」

の
場
合
は

(E
)
に
該
当
し
、
「
開
府

・
持
節
都
督
」

の
場
合
は

(
F
)
に
該
当
す

る
。
そ

し
て
こ
の

(
H
)

で
規
定
さ
れ
て

い
る
の
は
、
「
不
開
府

・
持
節
都
督
」
の
場
合

で
あ

る
。

つ
ま
り
、

二
品
將
軍

の
中
か
ら

「
四
征

・
鎭

・
安

・
平
大
將
軍
」

の
み
を
抜
粋
し
た
形
で

「
不
開
府

・
持
節
都
督
」
の
規
定

に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
記
述
方
式
か
ら
、
「持
節
都
督
」
は
本
来

「四

征

・
鎭

・
安

・
平
大
將
軍
」
に
対
し

て
与
え
ら
れ
る
肩
書
き
で
あ

っ
た
、
と

い
う

こ
と
が
指
摘

で
き
る
。
こ
の
考
え
を
裏
付
け
る
根
拠
は
さ
ら
に
二

つ
あ
る
。

一
つ
は
、

こ
の
段

に
お

い
て
最
も
詳

し
く

「
持
節
都
督
」

に
つ
い
て
の
説
明
l
l
漢
代
に
お
け
る
淵
源
か
ら

「都
督
」
と

「持
節
」
の
三
級
制

に
至
る
ま

で

l
l

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り

、
も
う

一
つ
は
、

(G
)
に
お

い
て

「不
開
府

・
持
節
都
督
」

の
説
明
を
す
る
際

の

「
與
四
征
鎭
加
大
將
軍
不
開
府
爲
都

督
者
同
」
と

い
う
表
現
で
あ

る
。

こ

の
表
現
に
よ
れ
ば
、
二
品
将
軍
が

「
不
開
府

・
持
節
都
督
」
と
な
る
際

の
基
準
は

「
四
征
鎭
加
大
將
軍
」
に
あ
り
、
そ
れ

以
外

の
二
品
将
軍

に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
例
外
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
「持
節
都
督
」
は
本
来

「
四
征

・
鎭

・
安

・
平
大
將
軍
」

(
7
)

に
対
し
て
加
え
ら
れ
る
肩
書
き
で
あ

っ
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

曹
魏

お
よ
び
西
晋

に
お
け
る
都
督
と

将
軍

(15)
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次
に
こ
の

(
H
)

の
段

で
注
目
し

た

い
の
が
、
「品
秩
第

二
、
置
参
佐
吏
卒

・
幕
府
兵
騎
如
常
都
督
制
、
唯
朝
會
緑
賜
從

二
品
將
軍
之
例
」
と

い
う
箇
所

で

あ
る
。
上
に
述

べ
た
よ
う

に
、
「
四
征

・
鎭

・
安

・
平
大
將
軍
」
は
元
よ
り
二
品
将
軍
で
あ
る
。
そ
れ
が

「持
節
都
督
」
と
な

っ
て
も
第
二
品

の
ま
ま

で
あ
る

(
8
)

こ
と
か
ら
、
「
持
節
都
督
」
と

い
う
条
件
は

「
開
府
」
と
は
違

っ
て
本
官

の
品
秩
に
影
響
を
与
え
な

い
こ
と
が
分
か
る
。
「持
節
都
督
」

に
よ

っ
て
変
化
す
る
の

は

「参
佐
吏
卒

・
幕
府
兵
騎
」
で
あ

っ
て
、
「朝
會
緑
賜
」
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

(F
)
の
記
載
内
容
が
属
僚

の
内
容

の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
理
解

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
同
時

に
ま
た
、
こ
こ
で

「
品
秩
第
二
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
あ
く
ま

で
も

「
四
征

・
鎭

・
安

・
平
大
將
軍
」
で
あ

っ

て
、
「持
節
都
督
」
で
は
な
い
。

こ
れ

は
、
「
持
節
都
督
」
が
そ
れ
自
身

の
官
品
を
持

っ
て
い
な

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点

に
お

い
て
は

「持
節
都
督
」

と

「
開
府
」
と
は
同
じ
性
格

で
あ
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
あ
る

「常
都
督
制
」
と

い
う

の
が
何
を
指
す

の
か
、
判
然
と
し
な

い
。
こ
こ
だ
け
を
見
る
と
、
あ
た
か
も

「都
督
制
」
だ
け
を
詳
細

に

説
明
し
た
記
載
が
他
に
存
在
す
る
か

の
よ
う

で
あ

る
。
し
か
し
、
『晋
書
』
職
官
志

の
中

で
、
こ
こ
以
外
に
都
督
制
に
関
連
す
る
こ
と
を
記
し
て

い
る
の
は

(F
)

だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
持
節
都
督
に
な

っ
た
場
合
に
は
参
軍
を
増
や
す
と

い
う

こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
こ
れ
が

「常
都
督
制
」
そ

の
も

の
な

の
か
、
断
言
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
が

「常
都
督
制
」
と
大

い
に
関
係

の
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な

い
。

以
上
を
総
合
し
て
言
う
と
、
こ
れ

ら
の

一
連

の
記
事
は
、
「諸
公
及
開
府
位
從
公
」
と

「
二
品
將
軍
」

の
品
秩
お
よ
び
府
僚

の
構
成
内
容
に

つ
い
て
の
規
定

を
主
と
し
て
説
明
し
て

い
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
は

「
開
府
」
「
不
開
府
」
と

「持
節
都
督
」
「
非
持
節
都
督
」
と

い
う

二
つ
の
要
素
に
よ

っ
て
変
化
す

る
。
「
開
府
」

「不
開
府
」
は
品
秩
と
属
僚
と

の
双
方

に
関
係
す
る
が
、
「持
節
都
督
」
「
非
持
節
都
督
」
は
属
僚

の
み
に
関
係
す
る
。
そ
し
て
、
開
府
も
都
督
も
そ
れ
自
体
は

本
官
と
は
な
り
得
ず
、
別
に
本
官
を

必
要
と
す
る
。
従

っ
て
、
都
督
が
官
制

の
上
で
持

つ
意
味
は
、
幕
府

の
人
員

に
変
化
を
も
た
ら
す
l
l
具
体
的
に
は
、
参

軍
を
増
す
l
l
肩
書
き
と

い
う
所

に
あ

る
。
そ
し
て
、
運
用
面
に
つ
い
て
言
え
ば
、
都
督
は
領
兵
者
に
限
定
し

て
与
え
ら
れ
、
特
に
そ
の
中
心
と
な
る
の
が

「四

征

・
鎭

・
安

・
平
大
將
軍
」

で
あ
る
。

た
だ
し
、

『晋
書
』
職
官
志

の
こ

れ
ら

の
記
事
は
あ
く
ま
で
も
晋
代
l
I
特

に
西
晋
初
期
I
I

に
つ
い
て
の
規
定

で
あ
る
。
曹
魏

の
都
督
制
に

つ
い
て
は
、

具
体
的
な
事
例
を
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
こ
と
、
言
う
ま

で
も
な

い
。
次
章

で
は
、
都
督
制

の
成
立
と
関
連
し
て
、
「持
節
」

の
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ

と
と
す
る
。

is



第

二
章

都
督
と

「
持
節
」

都
督
制
に

つ
い
て
論
じ
る
時
、
避

け
て
は
通
れ
な

い
の
が

「持
節
」
の
問
題
で
あ
る
。
都
督
と

「持
節
」
は
原
則
と
し
て
不
可
分

の
要
素
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
章

で
引
用

し
た

『晋
書
』
職
官
志
に
、
常
に

「持
節
都
督
」
と
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

(
9
)

「都
督
」
と

「持
節
」

の
関
係
に

つ
い
て
は
、
既
に
大
庭
脩
氏
が
次

の
よ
う
な
見
解
を
出
し

て
い
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
漢
代
に
お
け
る
節
は
、
皇
帝

の
意
思

(
10
)

を
帯
び
た
使
者
に
対
し
て
与
え
ら
れ

る
も

の
で
あ
り
、
将
軍
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
も

の
で
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
が
後
漢
末

の
混
乱
期

に
は
、
四
征

・
鎮
将
軍

や
前
後
左
右
将
軍
な
ど
、
高
位

の
将

軍
に
対
し
て
節
が
仮
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
そ

の
目
的
は
、

こ
の
時
代

に
将
軍
号
が
濫
発
さ
れ
、
将
軍
と
な
る

者

が
急
増
し
た

の
に
対
応
し

て
、
皇
帝

の
代
理
と
し
て
彼
ら
を
統
轄
さ
せ
る
た
め
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
て
高
位

の
将
軍
に
対
し
て
節
を
仮
す
こ
と
が

一
般
化

し
、
そ
れ
が
都
督
諸
州
軍
事
と

い
う
名
称

の
下
に
制
度
化
し
て
い
っ
た
、
と
。

の

筆
者
も
ま
た
、
先
に
都
督
制

の
成
立
過
程

に
つ
い
て
検
討
し
、
そ

の
結
果
、
都
督
は
将
軍
号

の
濫
発
と

い
う
情
況
に
対
応
し
て
、
彼
ら
を
統
率
す
る
た
め
に

q

(
11
)

成
立
し
た
制
度
で
あ
る
と
論
じ
た
。

た
だ
し
、
筆
者
が
注
目
し
た
の
は
後
漢
末

の
曹
操
軍
閥
内
に
お
け
る
都
督
そ
の
も

の
で
あ

っ
て
、
将
軍
仮
節

の
制

で
は
な

い
。
従

っ
て
、
大
庭
氏

の
見
解
と
、
筆
者

の
考
え
と
を
併
せ
て
説
明
す
る
と
、
漢
王
朝

の
将
軍
仮
節

の
制
と
、
曹
操
軍
閥
内

に
お

い
て
発
展
し
て
き
た
都
督

の

制
度
と
が
統

一
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
都
督
諸
州
軍
事

の
制
度
が
完
成
し
た
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
よ
り
詳
し

い
説
明
が
必
要
だ
と
思
う

の
で
、
そ
れ
を
以
下
に
述
べ
た

い
。

ま
ず
、
大
庭
氏
が
指
摘
す

る

「将

軍
に
節
を
仮
す

の
は
他

の
将
軍
達
を
統
轄
す
る
た
め
で
あ
る
」
と
い
う
解
釈

に
つ
い
て
、
そ
の
事
を
最
も
よ
く
示
す
史
料

を
三

つ
紹
介
し
よ
う
。

一
つ
目
は
、
後
漢
最
末
期

の
建
安
二
十
四
年
、
劉
備
と
戦

っ
て
夏
侯
淵
が
戦
死
し
た
後

の
状
況
で
あ

る
。

當
是
時
、
新
失
元
帥
、
恐
爲

(劉
)
備
所
乗
、
三
軍
皆
失
色
。
(夏
侯
)
淵
司
馬
郭
准
乃
令
衆
日

「
張
將
軍
、
國
家
名
將
、
劉
備
所
偉
。

張
將
軍
不
能
安
也
。
」
遂
推

(張

)
部
爲
軍
主
。
部
出
、
勒
兵
安
陳
、
諸
將
皆
受
部
節
度
、
衆
心
乃
定
。
太
祖
在
長
安
、
遣
使
假
部
節
。

今
日
事
急
、
非

曹
魏

お
よ
び
西
晋

に
お
け
る
都
督
と

将
軍
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(
『一二
国
志
』
巻
十
七
、
張
部
伝
)

こ
の
時
、
動
揺
す

る
諸
軍
を
落
ち
着

か
せ
る
た
め
、
夏
侯
淵
の
司
馬
で
あ

っ
た
郭
准
は
臨
時

の
措
置
と
し
て
、
曹
操

の
指
示
を
待
た
ず

に
張
部
を
軍
主

に
推
し

た
。
曹
操
は
そ

の
後
で
、
そ
れ
を
追
認
す
る
形
で
張
部

に
節
を
仮
し
た
。

つ
ま
り
、
張
部
を
正
式

に

「元
帥
」
と
し
て
認
め
た

の
で
あ

る
。

二
つ
目
は
曹
魏
初

期

の
事
例
で
あ
る
。

黄
初
中
、
文
帝
欲
假

(費
)
蓮
節
、

(曹
)
休
日

「
蓬
性
剛
、
素
侮
易
諸
將
、
不
可
爲
督
。」
帝
乃
止
。

(
『一二
国
志
』
巻
十
五
、
賞
蓬
伝
)

本
伝

の
記
載

に
よ
る
と
、
こ
の
時
、
質
蓬
は
豫
州
刺
史

・
建
威
将
軍
で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
節
を
仮
さ
れ
た
将
軍
は

「督
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
、
そ
し
て

そ
の

「督
」
す
る
対
象
は

「諸
將
」

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
将
軍
に
節
を
仮
す

こ
と

の
意
味
が
最
も
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
史
料
で
あ
る
。
三

つ
目
は
西
晋

捌

時
代
、
八
王
の
乱
時

の
こ
と

で
あ
る
。

ー

(趙
王
)
倫
復
授
太
子
唐
事
劉
現
節
、
督
河
北
將
軍
、
率
歩
騎
千
人
催
諸
軍
戦
。
(孫
)
會
等
與
義
軍
戦
干
激
水
、
大
敗
、
退
保
河
上
、
劉
現
焼
噺
河
橋
。

(
『晋
書
』
巻
五
十
九
、
趙
王
倫
伝
)

こ
の
史
料
だ
け
を
見
る
と
、
趙
王
倫

は

「太
子
蒼
事
」
の
劉
現
に
節
を
授
け
た
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
劉
現

の
本
伝
に
は

三
王
之
討
倫
也
、
以
現
爲
冠
軍
、
假
節
、
與
孫
秀
子
會
率
宿
衛
兵
三
萬
距
成
都
王
穎
、
戦
干
黄
橋
、
現
大
敗
而
還
、
焚
河
橋
以
自
固
。

(
『晋
書
』
巻
六
十
二
、
劉
現
伝
)



と
あ

っ
て
、
冠
軍
将
軍
に
任
命
す
る
と
と
も
に
節
を
仮
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
劉
現
は
冠
軍
将
軍
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
自
ら

「歩
騎
千
人
」
を
率

い
、

さ
ら
に
仮
節

に
よ

っ
て

「
河
北
將
軍
」
を
督
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
、
大
庭
氏

の
見
解
が
基
本
的

に
は
正
し
い
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
し
か
し

な
が
ら
、
上
引

の

『三
国
志
』
賞
逡
伝

に

「督
」
と
あ

っ
て

「都
督
」
と
は
言

っ
て
い
な

い
こ
と

に
注
目
す
る
と
、
「将
軍
仮
節
」
と

「
都
督
」
と
を
直
ち

に

結
び

つ
け
て
よ

い
も

の
か
、
疑
問
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
次
に
こ
の
点
に

つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。

周
知
の
通
り
、
都
督
制

が
成
立
し

た
の
は

『晋
書
』
職
官
志
に
よ
れ
ば
黄
初
三
年
、

『宋
書
』
百
官
志
に
よ
れ
ば
黄
初
二
年
で
あ
る
が
、
実
質
的

に
は
曹
　

(
12
)

が
王
位

に
即
い
た
延
康
元
年

に
は
成
立
し
て

い
た
。
そ
こ
で
、
後
漢
最
末
期
か
ら
曹
魏

の
初
め
に
か
け
て
、
曹
操
軍
閥
の
中

で
節
を
仮
さ
れ
た
将
軍
と
、
都
督

制
成
立
当
初

の
最
初

の
都
督
就
任
者

に
注
目
し
、
両
者
が
ど
の
よ
う
な
関
係

に
あ
る
の
か
見

て
み
よ
う
。

建
安
末
期
、
曹
操
軍
閥

の
中
で
節
を
仮
さ
れ
た
将
軍
に
は
、

夏
侯
淵

戚 徐 張 干 楽 張 曹
覇 晃 部 禁 進 遼 仁

n
護
軍
将
軍

・
仮
節

.
行
征
南
将
軍

・
仮
節

(
以
上

の
二
人
は

『三
国
志
』
巻
九
)

盗
冠
将
軍

・
仮
節

折
衝
将
軍

・
仮
節

左
将
軍

・
仮
節

盟
冠
将
軍

・
仮
節

平
冠
将
軍

・
仮
節

(以

上
の
五
人
は

『三
国
志
』
巻
十
七
)

揚
威
将
軍

・
仮
節

(
『一二
国
志
』
巻
十
八
)

is

の
入
人
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
う
ち
、
夏
侯
淵
は
上
で
見
た
よ
う

に
建
安
二
十
四
年
に
戦
死
し
、
楽
進
も
ま
た
建
安
二
十
三
年
に
死
亡
、
干
禁
は
関

(
13
)

 羽
と

の
戦

い
に
よ

っ
て
呉
に
捕
ら
え

ら
れ
、
黄
初
初
め
に
魏
に
返
還
さ
れ
た
も

の
の
、
す
ぐ

に
死
亡
し
て
い
る
。
従

っ
て
漢
魏
革
命

の
時
に
現
任

の
将
軍
と
し

曹
魏
お
よ
び
西
晋
に
お
け
る
都
督
と
将
軍
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て
存
在
し
て

い
た
の
は
、
曹
仁

・
張
遼

・
張
部

・
徐
晃

・
減
覇

の
五
人
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
五
人

の
中
で
、

(
14

)

督

に
な

っ
て

い
る
。

一
方
、
曹
　
が
魏
王
に
即

い
た
延
康
元
年
か
ら
皇
帝
に
即
位
し
た
黄
初
元
年

に
か
け
て
、
曹
仁
と
戚
覇
の
二
人
だ
け
が
、
延
康
元
年
に
都

新
た
に
節
を
仮
せ
ら
れ
た
将
軍
は

曹
休

口
鎮
南
将
軍

・
仮
節

・
都
督

(揚
州
)
諸
軍
事

曹
真

日
鎮
西
将
軍

・
仮
節

・
都
督
雍
涼
州
諸
軍
事

夏
侯
尚

"
征
南
将
軍

・
仮
節

・
都
督
南
方
諸
軍
事

・
領
荊
州
刺
史

夏
侯
　

"
安
西
将
軍

・
持
節

・
都
督
関
中

(以
上
の
四
人
は

『三
国
志
』
巻
九
)

文
聰

"
討
逆
将
軍

・
仮
節

・
江
夏
太
守

(
『一二
国
志
』
巻
十
八
)

(
15
)

呉
質

口
北
中
郎
将

・
使
持
節

・
督
幽
井
諸
軍
事

(
『一二
国
志
』
巻
二
十

一
、
呉
質
伝
、
斐
注
)

の
六
人
が
あ
り
、
文
聰
を
除

い
た
五

人
が
仮
節
将
軍
に
な
る
と
同
時
に
都
督

に
も
な

っ
て
い
る
。

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う

に
、
仮
節
将
軍
の
全

て
が
都
督
に

な

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
か

し
な
が
ら
、

こ
れ
を
以

っ
て
、
都
督
と
将
軍
仮
節

の
制
と
は
関
係
な

い
と
考
え
る
の
は
早
計

で
あ

る
。
と

い
う

の
は
、
最

初

の
都
督
就
任
者
は
、
こ
こ
に
あ
げ
た
合
計
七
人
以
外
に
は

い
な

い
。

つ
ま
り
、
都
督
と
な

っ
た
七
人
全

て
が
仮
節
将
軍
な
の
で
あ
る
。
別
の
見
方
を
す
る
と
、

黄
初
初
年

の
仮
節
将
軍
十

一
人

の
中

か
ら
、
七
人
を
選
ん
で
都
督

に
任
じ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
従

っ
て
、
都
督
制
は
将
軍
仮
節

の
制
と

い
う
基
礎

の
上
に
成

立
し
た
の
は
間
違

い
な
い
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
仮
節
将
軍
の
中

か
ら
ど
の
よ
う
な
基
準

で
都
督
が
選
ば
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
曹
氏
お
よ
び
夏
侯
氏

の

一
族

で
あ
る
か
否
か
、

(
16
)

と

い
う
点
に
あ
る
。
既
に
多
く

の
諸
先
学
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
曹
魏
初
期

の
都
督
就
任
者
は
曹
氏

・
夏
侯
氏
に
集
中
し
て
い
る
。
実
際
、
上
記
の
七
人

(
17
)

の
う
ち
、
戚
覇
お
よ
び
呉
質
以
外

の
五
人
は
全
て
、
曹
氏
も
し
く
は
夏
侯
氏

で
あ
る
。
ま
た
、
建
安
末
期
に
お
け
る
曹
操
軍
閥
内

の
都
督
も
ま
た
、
曹
氏

・
夏

(
18
)

侯
氏
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
そ
れ
は
夏
侯
惇

・
夏
侯
淵

・
曹
仁

の
三
人
で
あ
り
、
曹
仁
と
夏
侯
淵
は
上
に
見
た
よ
う

に
建
安
中
か
ら
既
に
仮
節
将

軍
と
な

っ
て

い
る
。
従

っ
て
、
こ
の
時
か
ら
既
に
都
督
と
将
軍
仮
節

の
制
と
は
密
接
な
関
連
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き

(20)



は
、
夏
侯
惇
が
節
を
仮
さ
れ
た
と

い
う
史
料
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
都
督
制
が
制
度
と
し
て
確
立
す
る
ま
で
は
、
将
軍
仮
節

の
制
と
完
全
に
結
合
し

て
い
た
わ
け
で
は
な

い
こ
と
を
物
語

っ
て
い
よ
う
。
逆

に
言
え
ば
、
曹
操
軍
閥

の
都
督
は
、
将
軍
仮
節

の
制
と
結
び

つ
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
は
じ
め
て
制
度
と

し
て
の
確
立
を
見
た

の
で
あ

る
。

さ
ら
に
都
督
諸
軍
事

に
は
、
通
常

、
管
轄
範
囲
が
明
記
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
「都
督
荊
州
諸
軍
事
」
「
都
督
関
中
諸
軍
事
」
「
都
督
揚
州
諸
軍
事
」
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
都
督
と

い
う
肩
書
き
が
、

具
体
的
な
管
轄
範
囲
を
限
定
す
る
も

の
で
も
あ
る
こ
と
を
示
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
仮
節
将
軍
と

い
う

の
は
、
軍
隊
構
成

上
の

一
つ
の
単
位
で
あ
る
。
「仮
節
」

は
他

の
将
軍
を
督
す
る
た
め
の
肩
書
き

で
あ

っ
て
、
そ
こ
に
管
轄
範
囲
と

い
う
概
念
は
存
在
し
な

い
。
都
督

が
仮
節
将

軍
を
制
度
的
な
基
盤
と
し

つ
つ
も
、
仮
節
将
軍
そ
の
も

の
で
は
な
い
と

い
う

の
は
、
こ
う
し
た
都
督

の
意
義
を
考
え
て
も
、
理
解

で
き

る
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
総
合
す

る
と
、
曹
操
軍
閥

の
拡
大
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
都
督
は
、
延
康
元
年
か
ら
黄
初
元
年
に
か
け
て
、
後
漢
王
朝

の
将
軍
仮
節

の
制
と
完
全

に
結
び

つ
く

こ
と

に
よ

っ
て
、
新
王
朝

の
制
度
と
し
て
具
体
的
に
制
度
化
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
曹
操
軍
閥

の
都
督
は
、
曹
氏
も
し
く
は
夏
侯

氏

の

一
族
に
よ

っ
て
特
定
地
域

の
地
方
駐
屯
軍
を
統
率
さ
せ
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
都
督
制
成
立
当
初
、
都
督
に
任
命
さ
れ
る

D

者
は
、
原
則
と
し
て
仮
節
将
軍
の
中

で
も
曹
氏
も
し
く
は
夏
侯
氏

一
族
に
限
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
を
制
度
の
上
か
ら
昔
守
え
ば
、
多
数

い
る
将
軍
を
統
轄
す
る
た

包

(
19
)

め
に

一
部
の
将
軍
に
節
を
仮
し
、
さ
ら
に
そ
う

し
た
仮
節
将
軍

・
将
軍

の
頂
点

に
立

つ
者
と
し
て
、

一
定

の
地
域
に
仮
節
将
軍

・
都
督
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
状
況
を
説
明
し
て
い
る
の
が
、

『宋
書
』
百
官
志
の
次
の
記
事

で
あ
る
。

魚
祭
日

「
魏
世
車
騎
爲
都
督
、
儀

與
四
征
同
。
若
不
爲
都
督
、
錐
持
節
囑
四
征
者
、
與
前
後
左
右
雑
號
將
軍
同
。
其
或
散
還
從
文
官
之
例
、
則
位
次
三
司
。
」

晋

・
宋
車
騎

・
衛
不
復
爲
四
征
所
督
也
。

(
『宋
書
』
巻
三
十
九
、
百
官
志
上
、
車
騎
將
軍

の
条
)

(
20
)

こ
の

「
四
征
」
と
は
、
実
質
的
に
都
督
を
指
す
。
将
軍
号
そ

の
も

の
の
序
列
か
ら
言
え
ば
、
車
騎

の
方
が

「
四
征
」
よ
り
上
位

で
あ
る
の
は
言
う
ま

で
も
な

い
。

し
か
し
、
都
督
と
な
ら
な
け
れ
ば
、

た
と
え
持
節

・
車
騎
将
軍
で
あ

っ
て
も

「
四
征
」
l
l
即
ち
都
督
l
l

に
属
す
る
こ
と

に
な
る

の
で
あ
る
。
も

っ
と
も
実

(
21
)

際

に
は
、
車
騎
将
軍
が

「
四
征
将
軍

・
都
督
」
に
統
属
し

て
い
た
実
例
は
な

い
。
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
都
督
制
成
立
当
初
の
理
念

で
あ
ろ
う
。

曹
魏

お
よ
び
西
晋

に
お
け
る
都
督
と

将
軍
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こ
う

し
て
み
る
と
、

『晋
書
』
職
官

志
に

「持
節
都
督
」
と
あ
る

の
は
、
制
度
面
か
ら
分
析
す
れ
ば
、
実
は
都
督

に
対
し
て
で
は
な
く
、
将
軍
に
対
し
て
節

が
加
え
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
、
前
章
引
用

の

(G
)

(H
)
の
記
載
対
象
が

「
將
軍
」
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
、
(
G
)

の

段

に
あ
る

「其
假
節
爲
都
督
者
」
と

い
う
表
現
に
注
目
す
れ
ば
、
よ
り
よ
く
理
解

で
き

る
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
都
督
は
そ
れ
自
体
で
独
立
し
て
存
在
し
う
る

官

で
は
な
く
、
「
將
軍
」
と

「節
」
と

い
う

二
つ
の
要
素
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
上

に
見
た
よ
う

に
、
都
督
制
が
将
軍
仮
節

の
制
を
基
盤
と
し
て

(
22
)

成
立
し
た
と

い
う
経
緯
に
基
づ

い
て

い
る
の
で
あ

る
。

第
三
章

都
督
制
の
運
用
実
態

前
章
ま

で
の
検
討

に
よ
り
、
都
督
制
が
将
軍
と
不
可
分
の
関
係

に
あ
る
と

い
う
こ
と
は
間
違

い
な

い
。
従

っ
て
、
都
督
制

の
運
用
基
準
を
解
明
す

る
に
は
、

将
軍
号
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
既
に
第

一
章

で
紹
介
し
た
よ
う

に
、
『晋
書
』
職
官
志

に
は

「
都
督

・
監

・
督
」
と

い
う

三
級
が
記
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
に
は

「苦

の
暉
を
受
く

る
に
及
び
」
と
記
さ
れ
て

い
て
、
西
晋

の
成
立
と
と
も
に
こ
の
三
級
制

が
成
立
し
た
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、

実
際
に
は
曹
魏

の
時
か
ら

「監
諸
軍
事
」
「督
諸
軍
事
」
と

い
う
実
例
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、
曹
魏

に
お

い
て
既

に
都
督

の
三
級
制

は
成
立
し

て
い
た
、
と
見
な
す

の
が
現
在

の

一
般

の
認
識
で
あ
る
。
確
か
に
、
曹
魏
に
お

い
て
も
三
級
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
が
見
ら
れ
る
の
は
事
実

で
あ
る
。
し
か
し
、
前

章

で
見
た
よ
う
に
、
成
立
当
初

の
都
督
制
に
は

「監
諸
軍
事
」

の
名
称
は
見
ら
れ
な

い
。

つ
ま
り
、
三
級
制
が
後

に
な

っ
て
か
ら
形
成
さ
れ
た

の
は
明
ら
か
で

あ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
都
督
制

が
ど

の
よ
う

に
運
用
さ
れ
て
い
た
の
か
、
こ
の
三
級
制

の
成
立
過
程
に
留
意
し

つ
つ
、
都
督
制

の
運
用
実
態

に
つ
い
て
検

討
す
る
。

ま
ず
、
黄
初
初
年
の
都
督
就
任
者
を
も
う

一
度
列
挙
す
る
と
、

(22)

 

曹
仁

"
仮
節

・
車
騎
将
軍

・
都
督
荊
揚
益
州
諸
軍
事

曹
休

"
仮
節

・
鎮
南
将
軍

・
都
督

(揚
州
)
諸
軍
事



曹
真

日
仮
節

・
鎮
西
将
軍

・
都
督
雍
涼
州
諸
軍
事

夏
侯
尚

"
仮
節

・
征
南
将
軍

・
都
督
南
方
諸
軍
事

・
領
荊
州
刺
史

夏
侯
　

"
持
節

・
安
西
将
軍

・
都
督
関
中

戚
覇

口
仮
節

・
鎮
東
将
軍

・
都
督
青
州
諸
軍
事

呉
質

日
使
持
節

・
北
中
郎
将

・
督
幽
井
諸
軍
事

の
七
人
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
ら

の
将

軍
号
に
注
目
す
る
と
、
曹
仁
お
よ
び
呉
質
以
外

の
五
人
は
全

て

「四
征
将
軍
」
で
あ
る
。
曹
仁
も
ま
た
、
も
と
は
征
南
将

(
23
)

軍
で
あ
り
、
曹
　
が
魏
王
に
即
位
す

る
と
と
も
に
車
騎
将
軍
に
遷

っ
た
。
呉
質

の
北
中
郎
将
に
し
て
も
、
方
位
を
冠
す
る
と

い
う
点
に
お

い
て
、

「四
征
将
軍
」

に
準
じ
る
と
考
え

て
よ

い
。

つ
ま
り
、
成
立
当
初

の
都
督
制
は
、
基
本
的
に

「
四
征
将
軍
」
の
み
に
与
え
ら
れ
る
も

の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
建
安
末
期
に
征

(
24
)

東
将
軍
に
な

っ
て
い
た
張
遼
が
、
落
ち
度
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
曹
　
が
王
位

に
即
く
と
同
時

に
前
将
軍
に
実
質
的

に
降
格
さ
れ
、
し
か
も
都
督
に
は
な

っ

て
い
な
い
と

い
う
事
実

に
、
端
的
に
現
れ
て

い
る
。

ま
た
、
上
記

の
七
人
か
ら
も
う

一
つ
言
え
る
の
は
、
戚
覇
お
よ
び
呉
質
を
除

い
た
五
人
l
l
す
な
わ
ち
曹
氏

・
夏
侯
氏

の
五
人
l
l

は
す
べ
て
揚
州

・
荊
州

・

(
25
)

関
中
を
管
轄
範
囲
と
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
呉

・
蜀
に
対
す
る
防
衛
が
都
督

の
最
大

の
設
置
目
的

で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
北
方
を
管
轄
範

囲
と
す
る
呉
質
に

つ
い
て
言
え
ば
、

(23)

 

會
鎭
北
將
軍
劉
静
卒
、
朝
廷
以

(許
)
允
代
静
。
已
受
節
傳
、
出
止
外
舎
。
大
將
軍
與
允
書
日

「鎭
北
錐
少
事
、
而
都
典

一
方
、
…
。
」

(
『一二
国
志
』
巻
九
、
夏
侯
玄
伝
、
斐
注
所
引

『魏
略
』
)

と
あ
る
よ
う

に
、
北
方
担
当

の
都
督

は
東

(揚
州
)
・
南

(荊
州
)
・
西

(関
中
)
に
比
べ
る
と
、
任
務

の
軽

い
職

で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
、
帝
室
で
は
な
い
呉
質

が
任
命
さ
れ
た
要
因
と
な

っ
た

の
で
あ
り
、
「北
中
郎
将
」
と

い
う
軍
号
お
よ
び

「督
諸
軍
事
」
と

い
う
都
督
の
階
級
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、

曹
魏
お
よ
び
西
晋
に
お
け
る
都
督
と
将
軍
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曹
魏

の
都
督
制
が
成
立
し
た
当
初
は
、
任
地
の
重
要
度
お
よ
び
血
縁
関
係
に
由
来
す
る

「都
督
」
と

「督
」

の
二
級
制

に
基
づ

い
て
運
用
さ
れ
、
そ
れ
は
将
軍

号

の
上
に
反
映
さ
れ
る
も

の
で
あ

っ
た
。
(26

)

(
27
)

た
だ
し
、
呉
質
は
後
に
都
督

に
進

号
し
、
そ
れ
以
後
、
北
方

の
都
督
も
基
本
的
に

「都
督
」
と
な
り
、
将
軍
号
も

「
四
征
将
軍
」
を
有
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

従

っ
て
、
「督
諸
軍
事
」
の
存
在
は
当

初
は
例
外
で
あ

っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
常
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

の
は
、
曹
魏
の
末
期
、
司
馬
遂
が

「督
鄭

城
守
諸
軍
事
」
と
な

っ
て
か
ら
で
あ

る
。

[曹
魏
時
期

・
督
諸
軍
事
就
任
者
]

一
覧
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
司
馬
遂
以
前
に
も

「督
諸
軍
事
」
就
任
者
は

確
か
に
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
全

て
臨
時

の
征
討
軍
に
お
け
る
都
督
で
あ
り
、
地
方
に
常
駐
す
る
も

の
で
は
な
か

っ
た
。
そ
し
て
、
西
晋
が
成
立
し
た
後

も
、
司
馬
遂

の

「北
中
郎
将

・
督
郭
城
守
諸
軍
事
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
基
本
的
に
踏
襲
さ
れ
る
。

こ
の

「
四
中
郎
将
」
と

「督
諸
軍
事
」
と

の
組
み
合
わ

せ
の
基
準
が
最
初

の
呉
質

の
事
例
に
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

た
だ
、
よ
り
重
視
し
た

い
の
は
、
西
晋
時
期

の

「督
諸
軍
事
」
の
就
任
者
が
全
て

「督
都
城
守
諸
軍
事
」
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
鄭

の
都
督
は
、

若
干

の
例
外
は
あ
る
も

の
の
、
基
本

的
に

「督
」
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
郭

の
都
督
が
、
都
督
と
し

て
有
す
る
重
要
性
が
低

か

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
実
際
、

督
郭
城
守
諸
軍
事
が
実
際

の
軍
事
行
動

に
従

っ
た
例
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
と

こ
ろ
が
、
そ

の
就
任
者
は
ほ
と
ん
ど
が
帝
室
で
あ
る
。
こ
れ
は

一
見
矛
盾
す
る
よ

う

に
思
え
る
。

こ
の
疑
問
を
解
く
鍵

は
、
お
そ
ら
く
最
初

の
督
鄭
城
守
諸
軍
事
就
任
者
で
あ
る
司
馬
遂

に
あ
る
だ
ろ
う
。
彼
が
こ
の
職

に
任
命
さ
れ
た

の
は
、

(
28
)

魏
晋
革
命

の
直
前
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
頃
、
都
に
は
曹
魏

の
帝
室
が
集

め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
当
時

の
中
央
軍
を
構
成
し
て
い
た
兵
戸
の
家
族
も
ま
た
、

(
29
)

鄭

の
近
辺
に
多
数
集
住
し
て
い
た
。

つ
ま
り
、
外
敵
と
接
し
て
い
な
く
と
も
、
纂
奪
に
向
け
て
着
実
に
歩
を
進
め
て
い
た
司
馬
氏

に
と

っ
て
、
鄭
は
極
め
て
重

要
な
地
で
あ

っ
た
。
「
督
諸
軍
事
」
は
当
初
、
単
な
る

「都
督
諸
軍
事
」

の

一
段
下
の
都
督
と
し
て
設
置
さ
れ
、
従

っ
て
異
姓
が
就
く
ポ

ス
ト
で
あ

っ
た
の
に

対
し
て
、
曹
魏
末
か
ら
西
晋
前
期

に
限

っ
て
言
え
ば
、
郷
に
限
定
し
て
督
諸
軍
事
が
置
か
れ
て
い
た
結
果
、
む
し
ろ
帝
室
が
就
く

べ
き
ポ

ス
ト
と
な

っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

三
級
制
が
成
立
す
る
大
き
な
画
期
と
な

っ
た

の
は
、
明
帝
が
即
位
し
た
太
和
元
年
で
あ
る
。
こ
の
年
、
司
馬
酪
が
仮
節

・
願
騎
大
将
軍

・
都
督
荊
豫
諸
軍
事

(
30
)

(
31
)

と
な

っ
た
。
三

つ
の
要
地

の

一
つ
で
あ
る

「荊
州
」
に
、
帝
室
で
は
な

い
司
馬
諮
が
都
督
と
な

っ
た

の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
朝
廷
は
趙
撮
を

「監
荊
州

(
32
)

諸
軍
事
」
と
し
て
派
遣
し
、
司
馬
諮

に
対
し
て
製
肘
を
加
え
た
。

こ
こ
に
お
い
て
、
三
級
制

の
原
型
が
で
き
た
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
時

の
趙
撮

(24)



曹
魏

お
よ
び
西
晋

に
お
け
る
都
督
と

将
軍

[曹魏時期 ・督諸軍事就任者]

人名 都督 節 軍号 兼官 任用年 出典

衛藻 督諸軍事 仮節 征蜀 228(太 和二 年) 『魏 書』22

田豫 督青州諸軍 仮節 珍夷 汝南太守 232(太 和六 年) 『魏 書』26

司馬昭 督准北諸軍事 持節 安東 251(嘉 平三 年) 『晋 書』2

郡丈 督太山諸軍 振威 亮州刺史 255(正 元二 年) 『晋 書』2

司馬遂 督鄭城守諸軍事 北中郎将 261(景 元二 年) 『晋 書』37

李胤 督関中諸軍事 西中郎将 263(景 元 四年) 『晋 書』44

[西晋武帝期 ・督諸軍事就任者]

人名 都督 軍号 任用年代 出典

司馬珪 督郭城守諸軍事 北中郎将 泰始 『晋 書』37

司馬泰 督鄭城守事 安北 泰始 『晋 書』37

山濤 督郭城守事 北中郎将 泰始 『晋 書』43

司馬形 督郭城守事 北中郎将 泰始 『晋 書』38

司馬倫 督鄭城守事 平北 成寧 『晋 書』59

[曹魏時期 ・監諸軍事就任者]

人名 都督 節 軍号 兼官 任用年 出典

冊丘倹 監豫州諸軍事 仮節 左 248(正 始 九年) 『魏 書』28

石苞 監青州諸軍事 仮節 奮武 257(甘 露二 年) 『晋 書』33

宋鉤 監青州諸軍事 259(甘 露 四年) 『晋 書』2

魯芝 監青州諸軍事 振武 青州刺史 260(景 元元 年) 『晋 書』90
王沈 監豫州諸軍事 奮武 豫州刺史 261(景 元二 年) 『晋 書』39

司馬佃 監亮州諸軍事 右 亮州刺史 263(景 元 四年) 『晋 書』38

司馬亮 監豫州諸軍事 仮節 左 散騎常侍 263(景 元 四年) 『晋 書』59

[西晋武帝期 ・監諸軍事就任者]

人名 都督 節 軍号 兼官 任用年 出典

王渾 監准北諸軍事 東中郎将 泰始 『晋 書』42

胡奮 監井州諸軍事 左 276(威 寧二 年) 『晋書』3

司馬輔 監井州諸軍事 277(成 寧三 年) 『晋 書』37

胡威 監豫州諸軍事 右 豫州刺史 威寧 『晋 書』90

胡威 監青州諸軍事 前 青州刺史 威寧 『晋 書』90

王渾 監豫州諸軍事 仮節 征虜 豫州刺史 成寧 『晋 書』42

王溶 監梁益州諸軍事 龍騒 威寧 『晋 書』42

唐彬 監巴東諸軍事 廣武 威寧 『晋 書』42

司馬月多 監豫州軍事 平東 太康 『晋 書』38

司馬形 監青徐州諸軍事 安東 太康 『晋 書』38

王慶 監青州諸軍事 仮節 平東 『晋 書』93

(25)

は
将
軍
号
を
有
し

て
お
ら
ず
、
ま
た

、
管
轄
州

の
軍
事
長
官
と

い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
司
馬
諮
に
対
す
る

「監
軍
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の

「監
諸
軍
事
」

(
33
)

は
い
ま
だ
都
督
制

の

一
環
と
し
て
捉
え

る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
こ
で
、
こ
の

「監
軍
」
が
都
督
制

の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
過
程
に
つ
い
て
以
下
に
略
述
す
る
。

曹
魏
時
期
、
大
規
模
な
軍
事
行
動
を
起
こ
す
際
、
監
軍
を
設
置
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
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(太
和
四
年
)
夏
、
呉
賊
冠
揚
州
、
以

(藪
)
像
爲
伏
波
將
軍
、
持
節
監
諸
將
東
征
、
還
、
復
爲
射
聲
校
尉
。

(
『一二
国
志
』
巻
五
、
文
昭
甑
皇
后
伝
)

と
あ
り
、
外
戚
が
臨
時
に
監
軍
と
な

っ
て
、
「諸
将
」
を
監
し
て

い
る
。
ま
た
、
郵
丈
と
鍾
会
が
蜀
に
侵
攻
す
る
際
に
、
二
人

の
動
き
に
不
安
を
抱

い
た
朝
廷

(
34
)

が
衛
灌
を
監
軍
と
し
て
派
遣
し
、
実
際

に
衛
灌
が
監
軍
と
し
て
の
役
割
を
全
う
し
た

の
は
有
名
な
話
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
監
軍
は
前
線

で

実
際

の
戦
闘

に
関
わ
る
と

い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
後
方
で
味
方
を
監
視
す
る
役
目
を
持

つ
。
そ
う
し
た
性
格
は
、
都
督
制
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た

「監
諸
軍
事
」

も
保
ち
続
け
て
い
る
。
と

い
う

の
は
、
[曹
魏
時
期

・
監
諸
軍
事
就
任
者
]
お
よ
び

[西
晋
武
帝
期

・
監
諸
軍
事
就
任
者
]
の

一
覧
表
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、

監
諸
軍
事

の
管
轄
州
に
は
青
州
が
多

い
が
、
青
州
は

「内
州
」
で
あ
る
。
こ
れ
は

つ
ま
り
、
監
諸
軍
事
が
外
敵
に
対
す
る
防
御
あ
る

い
は
征
討
を
主
た
る
任
務

と
す
る
の
で
は
な
く
、
揚
州

や
荊
州
と

い

っ
た
前
線

の
都
督

に
対
す
る
牽
制
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

で
は
、

い
つ
か
ら
こ
う
し
た
監
軍
と
都
督
制
と
が
結
び

つ
く

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

の

一
つ
の
契
機
は
先
に
述
べ
た
趙
倣
で
あ
る
が
、
趙
撮

の
事
例
は
い
ま
だ

都
督
と
は
認
め
ら
れ
な

い
。

[曹
魏
時
期

・
監
諸
軍
事
就
任
者
]

に
は
、
曹
魏
に
お

い
て
都
督
と
し
て
認
め
う
る
監
諸
軍
事
を
列
挙
し
た
。
こ
の
中
で
最
も
就

ω包

任
が
早
い
の
は
冊
丘
倹

で
あ

る
。
彼

は
仮
節

・
左
将
軍

・
監
豫
州
諸
軍
事

・
豫
州
刺
史

で
あ

っ
た
。
こ
の
時
期
、
王
和
が
す

で
に
都
督
荊
豫
諸
軍
事
と
な

っ
て

い
た
が
、

『三
国
志
』
巻

二
十
七
、
王
艇
伝

に

今
屯
宛
、
去
裏
陽
三
百
飴
里
、
諸
軍
散
屯
、
船
在
宣
池
、
有
急
不
足
相
赴
、
乃
表
徒
治
新
野
、
習
水
軍
干
二
州
、
廣
農
墾
殖
、
倉
穀
盈
積
。

と
あ
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
荊
州

の
宛

に
駐
屯
し
て
い
た
の
が
、
さ
ら
に
西
南

の
新
野
に
移
る
こ
と
に
な

っ
た
。
彼

の

「有
急
不
足
相
赴
」
と

い
う
論
理
か
ら

(
35
)

言
え
ば
、
豫
州
か
ら
は
更
に
遠
ざ
か

っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
初
め
て
豫
州

の
み
を
管
轄
す
る
都
督
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
、
揚
州
と
荊
州

の
中
間
に

位
置
す
る
と

い
う
地
理
的
な
条
件
か

ら
、
そ
れ
に

「監
軍
」
の
任
を
も
付
加
し
た
こ
と
が
、
冊
丘
倹

の

「監
豫
州
諸
軍
事
」

の
就
任

へ
と
結
び

つ
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
冊
丘
倹
以
後
も
、
豫
州

の
都
督
に
監
諸
軍
事
が
多

い
の
も
、

こ
う
し
た
地
理
的
条
件
と
関
係
あ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
曹

魏
末
期
、
王
凌

・
冊
丘
倹

・
諸
葛
誕
と
、
相
次

い
で
揚
州

の
都
督
が
反
乱
を
起
こ
す
か
も
し
く
は
起
こ
そ
う
と
し
た
。
曹
魏

の
監
諸
軍
事
が
、
諸
葛
誕
の
反
乱



の
鎮
圧
後
、
揚
州
を
囲
む
よ
う
に
青
州

・
宛
州

・
豫
州
に
集
中
し
て
設
置
さ
れ
て

い
る
の
は
、
監
諸
軍
事
が

「監
軍
」
と
し
て
の
役
割
を
担

っ
て
い
た
こ
と
を

如
実
に
物
語

っ
て
い
る
。

「監
諸
軍
事
」
が

「監

軍
」
か
ら
派

生
し
た
も

の
で
あ
る
の
は
間
違

い
な

い
。
そ
し

て
、
都
督
制
に
組

み
込
ま
れ
た
後
も
、
依
然
と
し
て

「監
軍
」

で
あ
り

続
け
た
こ
と
は
今
述
べ
た
通
り
で
あ

る
し
、
そ
れ
は
ま
た
、
仮
節

・
奮
武
将
軍

・
監
青
州
諸
軍
事

で
あ

っ
た
石
苞
が

「監
軍
」
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
も
窺

(
36
)

わ
れ
る
。
た
だ
し
、
「監
軍
」
の
制
度

そ

の
も

の
が
都
督
制

の
中

に
組
み
込
ま
れ
た
わ
け
で
は
な

い
。

一
定
地
域

の
軍
事
長
官
が
監
軍
と
し
て
の
任
務
を
帯
び

る
と

い
う
意
味
に
お

い
て
、
監
軍
の
制
度
が
都
督
制
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
都
督
制

に
組

み
込
ま
れ
て
い
な

い
監
軍
制
そ
の
も

の
が
、
こ
れ
以
後
も
存

在
し
続
け
た
こ
と
は
、
衛
灌

の
事
例
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

因
み
に
、
西
晋

の
太
康
年
間
よ
り

前
、
「監
諸
軍
事
」

の
本
官

に
は

「四
征
将
軍
」
は

一
例
も
な
く
、

「四
中
郎
将
」
も

一
例

の
み
で
あ

る
。

こ
れ
は
、
「都

督
諸
軍
事
」
が
四
方

の
征
伐

・
防
御
を
任
務
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「監
諸
軍
事
」
が
そ
う
し
た
任
務
を
基
本
的
に
は
負

っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
示
す
。

上
で
挙
げ
た
冊
丘
倹
は
、
仮
節

・
左
将
軍

・
監
豫
州
諸
軍
事
と
な

っ
た
の
ち
、
す
ぐ
に
鎮
南
将
軍

へ
と
軍
号
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
嘉
平
四
年

の包

の

「東
関

の
戦

い
」
と
関
係
が
あ
る
。

『三
国
志
』
巻

四
、
三
少
帝
紀
、
嘉
平
四
年

の
条
に

冬
十

一
月
、
詔
征
南
大
將
軍
王
艇

・
征
東
將
軍
胡
遵

・
鎭
南
將
軍
冊
丘
倹
等
征
呉
。

と
あ
る
よ
う
に
、

こ
の
時
に
は
既
に
鎮
南
将
軍

へ
と
遷

っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
と
も

に
お
そ
ら
く

「監
諸
軍
事
」
か
ら

「都
督
諸
軍
事
」

へ
と
都
督
号

(
37
)

も
進
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は

、
単
な
る
昇
進
と

い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
呉

へ
の
進
攻
を
見
据
え
た
上
で
将
軍
号
お
よ
び
都
督
号
を
進

め
た

の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
事
例
が
、
西
晋

に
よ
る
呉
侵
攻

の
際

に
も
見
ら
れ
る
。
西
晋
は
呉
に
侵
攻
す
る
際
、
ま
ず
、
そ
れ
ま
で
都
督

の
設
置
さ
れ
て
い
な

か

っ
た
益
州

に
都
督
を
設
け
、
王
溶
を
龍
験
将
軍

・
監
梁
益
諸
軍
事
と
し
た
。
そ
し
て
、
実
際
に
王
溶
が
呉

へ
の
侵
攻
を
開
始
し
た
直
後
に
、
仮
節

・
平
東
将

(
38
)

軍

・
都
督
益
梁
諸
軍
事

へ
と
遷

っ
て

い
る
。

こ
こ
で
、
西
方

に
位
置
す
る
益
州

の
都
督

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

「平
東
将
軍
」
と
な

っ
た
の
は
、
当
然
、
益

州

か
ら
東
下
し
て
呉

へ
侵
攻
す
る
こ
と
を
象
徴
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う

に
、
「四
征
将
軍
」
に
は
そ
れ
自
体

に
固
有

の
職
務
が
込
め
ら
れ
、
都
督
の
三

曹
魏

お
よ
び
西
晋

に
お
け
る
都
督
と

将
軍
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級

の
う
ち
、
原
則
と
し
て

「都
督
諸

軍
事
」
の
み
と
結
び

つ
く
将
軍
で
あ

っ
た
。

以
上
を
総
合
し

て
述

べ
る
と
、
曹

魏

・
西
晋
時
期

に
お
け
る
都
督
制

の
運
用
は
、

(1
)
曹
魏
文
帝
期

(2
)
曹
魏
明
帝
期
か
ら
斉
王
芳
期

(3
)
曹
魏
高

貴
郷
公
髪
期
か
ら
西
晋
武
帝

の
成
寧
年
間

(
4
)
西
晋
武
帝

の
太
康
年
間
以
降
、
の
四

つ
の
時
期

に
分
け
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず

(1
)

の
時

期

は
、
都
督

が
い
ま
だ
に
曹
操
軍
閥

時
代

の
性
格
を
残
し
て
お
り
、
三
要
地
の
都
督

は
専
ら
帝
室
が
独
占
し
て

い
た
。

(2
)

の
時
期
に
な
る
と
三
要
地
の
都

督

に
も
異
姓

の
就
任
者
が
現
れ
る
。

こ
れ
は
、
帝
室

の
た
め
の

「私
」
的
な
ポ
ス
ト
か
ら
、
「公
」

の
ポ

ス
ト

へ
と
変
化

し
た
と

い
う
見
方
も
で
き
る
。
し
か

し
同
時

に
、
監
軍
を
設
置
す

る
こ
と

に
よ
り
、
異
姓

の
都
督
を
牽
制
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
見
ら
れ
、
そ
れ
が

(
3
)

の
時
期
に
な

っ
て

「監
諸
軍
事
」
と
し

て
制
度
化
さ
れ
、
都
督

の
三
級
制
が

成
立
す
る
。
三
級
制
が
成
立
し
た
曹
魏

の
末
期
以
降
、
都
督
制
は
司
馬
氏
を
中
心
と
し

て
運
用
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
れ
は

(
39
)

「督
鄭
城
守
諸
軍
事
」
の
就
任
者
が
専

ら
司
馬
氏

で
あ

っ
た
こ
と
や
、
長
安
に
鎮
す
る
都
督
が
帝
室
司
馬
氏
の

「親
親
」
に
限
ら
れ
て
い
た

こ
と
に
現
れ
て
い
る
。

以
上

の
三
時
期
に
お

い
て
は
、

い
ず

れ
も
三
要
地

の
都
督
は

「四
征
将
軍
」、
監
諸
軍
事
は

「
四
征
将
軍
」
よ
り
下
位

の
将
軍
、
督
諸
軍
事
は

「四
中
郎
将
」

と

い
う
対
応
関
係
が
ほ
ぼ
成
り
立

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
西
晋

の
武
帝
が
全
国
を
統

一
し
た
結
果
、
(
4
)

の
時
期
に
な
る
と

こ
の
対
応
関
係
に
変
化
が
見

剖包

ら
れ
る
。
「
四
征
将
軍
」

で
も
監
諸
軍
事
と
な
る
ケ
ー
ス
が
出

て
き
た
の
で
あ
る

(前
掲

[西
晋
武
帝
期

・
監
諸
軍
事
就
任
者
]
参
照
)
。
後
漢
末
か
ら
将
軍
号

の
濫
発
が
始
ま
り
、
西
晋
に
お

い
て
も
そ

の
傾
向

に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
れ
が
、
全
国
平
定
と

い
う
事
態
を
受
け
て
、
将
軍
号

の
持

つ
重
要
性
が
激
減
し
た
た

め
、
将
軍
号
が
虚
号
化
し
始
め
た
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
都
督
制
は
都
督
そ

の
も

の
を
基
準
と
し
て
運
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
傾
向

は
西
晋
末

の
混
乱
期
に
よ
り

一
層
強
く
な

っ
て
ゆ
く
が
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
別

の
機
会

に
論
じ
た
い
。

以
上
に
よ
り
、
曹
魏

・
西
晋
時
期

の
都
督
制
は
特
定

の
地
方
と
結
び

つ
い
て
運
用
さ
れ
て
お
り
、
特

に
西
晋
前
半
期
ま
で
は
将
軍
号
が
そ
の
標
識
と
な

っ
て

い
た
こ
と
が
理
解

で
き
た
と
思
う
。

で
は
、
都
督

に
よ
る
地
方
軍
支
配
体
制
は
、
ど

の
よ
う
な
原
理
に
基
づ
い
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
次
章

で
は
、
地
方
に
存

在
す
る
軍
隊

の
内
容
お
よ
び
組
織

に
焦
点
を
当
て
、
都
督
制
と

の
関
連

に
つ
い
て
考
察
す
る
。



第
四
章

都
督
に
よ
る
地
方
軍
支
配
体
制

曹
魏
時
期
、
地
方
に
存
在
す
る
兵
力
と
し
て
は
、
中
央
軍
の
駐
屯
部
隊
l
I

い
わ
ゆ
る

「外
軍
」
I
I
と
州
刺
史

・
郡
太
守
に
率

い
ら
れ
る
州
郡
兵
と

の
二

(
40
)

種
類
が
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
都
督

に
よ
る
地
方
軍
支
配
体
制
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
は
、
こ
の
二
系
統

の
軍
隊
が
考
察

の
対
象
と
な
る
が
、
そ
の
鍵
と
な
る

の
は
牙
門
将

・
騎
督

で
あ
る
。
筆
者

は
先
に
、
魏
晋
時
期

に
お
け

る
軍
隊

の
構
成
内
容
と
し
て
、
「
牙
門
将

(も
し
く
は
騎
督
)

1
部
曲
督

-
部
曲
将

-
都
伯

(41
)

1
什
長

-
伍
長
」
と

い
う
組
織
が
確
認

で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

つ
ま
り
、
=

軍
」
を
実
際
に
率

い
る
の
は

「
牙
門
将
」
「
騎
督
」

で
あ
り
、
そ
れ
は
外
軍

お
よ
び
州
郡
兵
に

つ
い
て
も
当
て
は

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
点
に

つ
い
て
、
ま
ず
具
体
例
に
よ

っ
て
確
認
し
た

い
。

例
え
ば
、
外
軍
に
つ
い
て
見
て
み

る
と
、
『三
国
志
』
巻
二
十
八
、
冊
丘
倹
伝
、
斐
注
所
引

『魏
書
』
に

(文
)
欽
字
仲
若
、
諜
郡
人
。

…
太
和
中
、
爲

五
螢
校
督
、

後
復
以
爲
准
南
牙
門
將
、
韓
爲
盧
江
太
守

・
鷹
揚
將
軍
。

出
爲
牙
門
將
。
欽
性
剛
暴
無
禮
、
所
在
侶
傲
陵
上
、
不
奉
官
法
、
軌
見
奏
遣
、
明
帝
抑
之
。

(29)

(
42
)

 と

い
う

の
が
あ
る
。
「
五
螢
[校
督
」
と

は
中
軍
の
五
営
校
尉

の
配
下

の
武
官

で
あ

ろ
う
。
こ

の
よ
う
に
中
軍
か
ら
出
で
て
牙
門
将

に
な

っ
た
と

い
う

こ
と
は
、

そ
れ
が
在
地

の
州
郡
兵

で
は
な
く
、

外
軍

で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
「諜
郡
」
を
本
貫
と
す
る
文
欽
が
後
に

「
准
南
牙
門
将
」
に
な

っ
た

と

い
う

こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
准
南
郡
は
揚
州
に
属
す
る
が
、
外
軍

の
牙
門
将

の
事
例
は
揚
州
に
比
較
的
多

い
。
次

の
事
例
も
ま
た
揚
州

の
牙
門
将
で
あ
る
。

(張
)
特
、
字
子
産
、
琢
郡
人
。

先
時
領
牙
門
、
給
事
鎭
東
諸
葛
誕
、
誕
不
以
爲
能
也
、
欲
遣
還
護
軍
。
會

冊
丘
倹
代
誕
、
遂
使
特
屯
守
合
肥
新
城
。
及

諸
葛
恪
園
城
、
…
不
能
抜
、
遂

引
去
。
朝
廷
嘉
之
、
加
雑
號
將
軍
、
封
列
侯
、
又
遷
安
豊
太
守
。

(『一二
国
志
』
巻
四
、
三
少
帝
紀
、
嘉
平
五
年
、
斐
注
所
引

『魏
略
』
)

曹
魏

お
よ
び
西
晋

に
お
け
る
都
督
と

将
軍
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張
特
は
最
初
、
牙
門
将
と
し
て
鎮
東
将
軍

・
仮
節

・
都
督
揚
州
諸
軍
事

の
諸
葛
誕
に
仕
え
て

い
た
。
琢
郡
出
身

の
張
特
が
揚
州
に

い
た
事
に
よ
り
、
上
記

の
文

(
44
)

欽
と
同
じ
く
、
外
軍
と
し
て
認
め
う

る
。
諸
葛
誕
が
彼

の
才
能
を
認
め
ず
、
護
軍
に
返
そ
う
と
し
た
と

い
う

の
は
、
護
軍
が
武
官
の
選
挙
を
掌
る
た
め
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
し
た

い
の
は
、
彼
が
雑

号
将
軍
を
加
え
ら
れ
た
と

い
う
事
実

で
あ
る
。
「加
え
ら
れ
た
」
と

い
う

こ
と
は
、
遷

っ
た
の
で
は
な
く
、
牙
門
将
を
本

官
と
し
た
ま
ま
、
雑
号
将
軍
を
帯
び

た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
、
他

に
も
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

己
卯
、
詔
日

「
諸
葛
誕
造
構
逆
齪
、

其
進
會
爵
郷
侯
、
蕃
封
亭
侯
。
」

迫
脅
忠
義
、
平
冠
將
軍
臨
消
亭
侯
鹿
會

・
騎
督
偏
將
軍
路
蕃
、
各
將
左
右
、
斬
門
突
出
、
忠
壮
勇
烈
、
所
宜
嘉
異
。

(『一二
国
志
』
巻
四
、
三
少
帝
紀
、
甘
露

二
年
五
月
)

諸
葛
誕
が
反
乱
を
起
こ
し
た
時
、
諸
葛
誕

の
下
か
ら
脱
し
て
き
た
路
蕃
は
、
騎
督

で
あ

る
と
同
時

に
、
偏
将
軍
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
牙
門

将

・
騎
督
は
そ
れ
を
本
官
と
し
た
ま
ま
下
位

の
雑
号
将
軍
号
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
次

の
例
も
牙
門
将
あ

る
い
は
騎
督
と
は
記
さ

ωω

れ
て
い
な

い
が
、
同
じ
方
向

で
理
解

し
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

(都
)
昭
字
伯
道
、
太
原
人
、
爲
人
雄
壮
、
少
入
軍
爲
部
曲
督
、
数
有
戦
功
、
爲
雑
號
將
軍
、
遂
鎭
守
河
西
十
絵
年
、
民
夷
畏
服
。

(
『一二
国
志
』
巻
三
、
明
帝
紀
、
太
和

二
年
、
斐
注
所
引

『魏
略
』
)

部
曲
督
か
ら
戦
功

に
よ

っ
て
昇
進
し

て
い
っ
た
那

昭
は
、
最
終
的

に
雑
号
将
軍
と
な

っ
て
十
数
年
も
河
西
に
駐
屯
し

て
い
た
。
こ
こ
で
雑
号
将
軍
と
あ
る
の

(45
)

は
、
上
の
張
特
や
路
蕃
と
同
じ
く
、
本
官
は
牙
門
将
も
し
く
は
騎
督
で
雑
号
将
軍
を
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
高

い
。

外
軍
の
実
態
は
、
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
牙
門
将

・
騎
督
に
よ

っ
て
率

い
ら
れ
る
軍
隊
が
、
呉

・
蜀
と
の
国
境
を
中
心
と
し
て
駐
屯
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
張
特

の
事
例
に
見

ら
れ
る
よ
う

に
、
中
央

の
護
軍
よ
り
派
遣
さ
れ
て
、
地
方

の
都
督

に
直
属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
州
郡
兵
に

つ
い
て
例
を
挙
げ

る
と
、
『入
環
室
金
石
補
正
』
巻
九

の

「
南
郷
太
守
郭
休
碑
」

の
碑
陰
に



郡
領
縣
八
、
戸
萬
七
千

百
計

職
散
吏
三
百
廿
人

兵
三
千
人

騎
三
百
匹

蓼
戦
二
人

騎
督

一
人

部
曲
督
八
人

部
曲
將
計
四
人

(
46
)

と
あ
る
。
こ
の
碑
に

つ
い
て
は
既
に
唐
長
儒
氏
が
考
証
を
加
え

て
い
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
碑
以
外

に
も
、

『隷
続
』
巻

二
十

一
に
収
録
す

る
鉄
名

の
碑
陰

は
、

『集
古
録
践
尾
』
巻

四
お
よ
び

『容
斎
随
筆
』
巻
十

一
に
載
せ
る

「南
郷
太
守
司
馬
整
碑
」

の
碑
陰

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

つ
ま
り
同
じ
南
郷
太

守

の
碑
が
二

つ
存
在
す
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
碑
陽

の
記
載
か
ら
、
司
馬
整
が
南
郷
太
守

で
あ

っ
た
の
は
曹
魏
末
期

の
成
煕
二
年
か
ら
西
晋
初
め

の
泰
始
三
年
十

一
月
ま
で
で
あ
り
、
郭
休
は
そ

の
直
後
か
も
し
く
は
や
や
後

に
同
じ
く
南
郷
太
守

に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
と

い
う
。
ま
た

「司
馬
整
碑
」

の
碑

陰

に
は
、
部
曲
将

の
本
貫

・
姓
名
等

が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
全
て
南
郷
郡
に
属
す
る
県
を
本
貫
と
し
て
お
り
、
太
守

の
異
動

に
関
係
な
く
そ
の
郡
に

留
ま

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
軍
隊
は
ま
さ
し
く
州
郡
兵
と
認
め
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
同
じ
郡

の
、
ほ
ぼ
時
代
を
同
じ
く
す
る

「郭
休
碑
」

の
碑
陰

に
見
え
る
軍
隊
も
ま
た
、
州
郡
兵
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

つ
ま
り
、
「司
馬
整
碑
」
と

「
郭
休

碑
」

の
碑
陰
は
、
両
方
と
も

に
曹
魏
か
ら
西
晋
初
期

の
州
郡
兵

の
実
態
を
直
接
示
す
史
料
な

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
州

郡
兵

の
事
例
を
正
史

の
中
に
求
め
る
と
、

(31)
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朱
伺
字
仲
文
、
安
陸
人
。
少
爲

呉
牙
門
將
陶
丹
給
使
。
呉
平
、
内
徒
江
夏
。
…
張
昌
之
逆
、
太
守
弓
欽
走
瀟

口
、
伺
與
同
輩
椰
寳

・布
興
合
衆
討
之
、
不
克
、

乃
與
欽
奔
武
昌
。
後
更
率
部
黛
攻
滅
之
。
韓
騎
部
曲
督
、
加
緩
夷
都
尉
。
伺
部
曲
等
以
諸
縣
附
昌
、
惟
本
部
唱
義
討
逆
、
逆
順
有
嫌
、
求
別
立
縣
、
因
此

遂
割
安
陸
東
界
爲
瀟
陽
縣
而
貫
焉
。
其
後
陳
敏
作
齪
、
陶
侃
時
鎭
江
夏
、
以
伺
能
水
戦
、
曉
作
舟
艦
、
乃
遣
作
大
艦
、
署
爲
左
弧
、
捺
江
口
、
擢
破
敏
前
鋒
。

敏
弟
恢
稻
荊
州
刺
史
、
在
武
昌
、
侃
率
伺
及
諸
軍
進
討
、
破
之
。
敏

・
恢
既
平
、
伺
以
功
封
亭
侯
、
領
騎
督
。
時
西
陽
夷
賊
抄
掠
江
夏
、
太
守
楊
眠
毎
請

督
將
議
距
賊
之
計
、
伺
猫
不
言

。
眠
日

「
朱
將
軍
何
以
不
言

?
」
伺
答

日

「諸
人
以
舌
撃
賊
、
伺
惟
以
力
耳
。
」
眠
又
問

「將
軍
前
後
撃
賊
、
何
以
毎
得

勝
邪
?
」
伺
日

「雨
敵
共
封
、
惟
當
忍
之
。
彼
不
能
忍
、
我
能
忍
、
是
以
勝
耳
。
」
眠
大
笑
。

(
『晋
書
』
巻

八
十

一
、
朱
伺
伝
)

(
47
)

と

い
う
史
料
が
あ

る
。
彼
が
本
貫
と
す

る
安
陸
県
は
、
江
夏
郡
に
属
す
る
。
張
昌

の
乱
が
起

こ

っ
た
時
、
朱
伺

の
率

い
る
部
曲
は
県
を
挙
げ
て
張
昌
に
従

っ
た

が
、
彼

の

「本
部
」
だ
け
は
そ
れ
に
従
わ
ず
、
別
に
県
を
立

て
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
、
安
陸
県

の
東
界
に
新
た
に
瀟
陽
県
を
立

て
、
そ
こ
を
本
貫
と
し
た
と

い
う

の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
彼

の
率

い
た
部
曲

の
う
ち
、
「本
部
」
の
居
住
地
は
安
陸
県

の
東
界
に
集
中
し
、
そ
れ
以
外

の
部
曲
に

つ
い
て
も
安
陸
県
の
西

界
お
よ
び
そ

の
近
隣
の
諸
県

に
居
住

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
も
ま
た
、
州
郡
兵
の
実
態
を
把
握
す
る
上

で
、
極
め
て
有
用
な
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、

朱
伺
は
張
昌

の
乱
お
よ
び
陳
敏

の
乱

に
際
し
て
、
「
騎
部
曲
督
」
「騎
督
」
を
歴
任
し
て
い
る
。
こ
の
事
例
と
、
上
引
の

「司
馬
整
碑
」
「
郭
休
碑
」
碑
陰
と
を

併
せ
て
見
れ
ば
、
州
郡
兵

の
実
態
も

ほ
ぼ
了
解
で
き
る
で
あ

ろ
う
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
州
郡
兵
と
刺
史

・
太
守
と

の
関
係
は
ど
う
な

っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
唐
長
揺
氏
が
、
刺
史

・
太
守
は

「
軍
号
」

(
48
)

を
領
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
兵
権
を
持
ち
え
た
と

い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
実
際
、
司
馬
整
は
宣
威
将
軍
、
郭
休
は
明
威
将
軍
と
、
二
人
と
も
南
郷
太
守
と
同

時

に
軍
号
を
有
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「将
軍

-
牙
門
将

・
騎
督
」
と

い
う
支
配

・
従
属
関
係
に
よ

っ
て
、
刺
史

・
太
守
は
州
郡
兵
を
率

い
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

(49

)

こ
の
関
係
は
、
筆
者
が
先
に
指
摘
し

た
関
係
と
完
全
に

一
致
す
る
。

前
章

で
は
、
都
督
が

「仮
節
将
軍
」
と
し
て
他

の
将
軍
を
統
率
す
る
こ
と
を
述
べ
た
。
従

っ
て
、
都
督
と
地
方
兵
と
の
関
係
を
ま
と
め
れ
ば
、
次

の
よ
う

に

な
ろ
う
。
外
軍
に

つ
い
て
は
、
「将

軍

(都
督
)

1
牙
門
将

・
騎
督

(外
軍
)
」
と

い
う
関
係

に
よ

っ
て
、
ま
た
州
郡
兵
に

つ
い
て
は
、
「仮
節
将
軍

(都
督
)

1
将
軍

(刺
史

・
太
守
)

1
牙
門
将

・
騎
督

(州
郡
兵
)
」
と

い
う
関
係
に
よ

っ
て
、
支
配
し
て
い
た
、
と
。

つ
ま
り
、

い
ず
れ
の
場
合
も
、
「将
軍
」
を
基
準

(32)



(
50
)

と
し
た
関
係

に
よ

っ
て
、
都
督

の
地
方
軍
支
配
体
制
は
成
り
立

っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
関
係
を
象
徴
的

に
表
し

て
い
る
の
が
、

『文
心
雛
龍
』

の
次

の
文
章
で
あ
る
。

及
晋
武
帝
敷
戒
、
備
告
百
官
、
敷
都
督
以
兵
要
、
戒
州
牧
以
董
司
、
警
郡
守
以
憎
隠
、
勒
牙
門
以
禦
衛
、
有
訓
典
焉
。(『文

心
雛
龍
』
詔
策
第
十
九
、
戒
救
)

都
督
は
地
方

の
頂
点
に
位
置
し

て
軍
事
を
統

べ
、
末
端

で
は
牙
門
将
が
駐
屯
す
る
の
で
あ
る
。
州
牧
と
郡
守
に

つ
い
て
は
、
「監
察
」
と

「治
民
」
と

い
う
本

来

の
職
務
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、
将

軍
号
を
帯
び
て
兵
権
を
握

っ
た
場
合
は
、
都
督
と
牙
門
将

の
中
問
に
位
置
す

る
こ
と
に
な
る
。
因
み
に
、
こ
の
牙
門
将

に

対
す
る
戒
救
は
、

『文
館
詞
林
』

に

「西
巫日
武
帝
誠
牙
門
敷
」
と
し
て
全
文
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。

敷
、
將
者
國
之
桿
城
、
人
之
障
衛
、
是
以
古
者
難
其
人
。

挾
績
之
恩
、
整
軍
齊
衆
、
立
難
犯
之
威
。
無
挑
功
害
能
、

『春
秋
』
所
以
著
戒
。
爾
其
愼
之
、
動
静
敷
以
聞
。

以
爾
忠
肚
果
烈
、
武
堪
偏
率
、

無
請
謁
受
財
、
無
見
利
忘
義
、
故
授
牙
旗
之
任
、
當
敬
承
所
稟
、
唯
命
是
校
。
撫
脩
士
卒
、
著

無
勇
而
爲
暴
。
赴
赴
武
夫
、

『詩
』
稻
所
以
爲
美
、
臨
戎
不
毅
、

(
『文
館
詞
林
』
巻
六
百
九
十

一
)
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「將
者
國
之
拝
城
」
「撫
脩
士
卒
」
「動

静
藪
以
聞
」
と

い

っ
た
文
面
か
ら
も
、

一
軍
を
率

い
て
地
方

に
駐
屯
す

る
牙
門
将

の
特
徴
が
見
出
だ
せ
る
と
と
も

に
、

地
方
軍
を
理
解
す

る
上
で
牙
門
将
が
重
要
な
鍵
と
な
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、

い
わ
ゆ
る

「州
郡
領
兵
制
」
と
、
西
晋
武
帝
に
よ
る
州
郡
兵
撤
廃
に

つ
い
て
、
筆
者
な
り
の
見
解
を
示
し
て
お
き
た

い
。
曹
魏
時
期
、
刺
史

・
太

守

に
軍
号
を
加
え
る

「州
郡
領
兵
制

」
が
行
わ
れ
る
前
か
ら
、
実
際
に
は
刺
史

・
太
守
は
兵
を
有
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、

『三
国
志
』
巻
六
、
董
卓
伝

に

「天

子
入
洛
陽
、
宮
室
焼
蓋
…
州
郡
各
擁
兵
自
衛
、
莫
有
至
者
」
と
あ
る
よ
う
に
、
黄
巾

の
乱
か
ら
董
卓

の
専
横
に
対
す
る
起
義
と

い
っ
た
事
件
を
経

て
、
混
乱

の

度
を
深
め
て
ゆ
く
社
会
情
勢

に
対
応

し
た
、
必
然

の
成
り
行
き
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
状
態

の
中

で
、
刺
史

・
太
守
に
軍
号
を
加
え
る
と

い
う
こ
と
は
、
現
状

曹
魏

お
よ
び
西
晋

に
お
け
る
都
督
と

将
軍
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を
追
認
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。

し
か
し
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
そ
れ
は

「
刺
史
」
「太
守
」
と

い
う
官
職
そ
の
も

の
か
ら
兵
権
を
分
離
さ
せ
る
こ
と
を
も

意
味
す
る
と

い
う

こ
と
で
あ

る
。

つ
ま
り
、
軍
号
を
加
え
ず

に
刺
史
や
太
守
が
兵
を
率

い
て

い
る
場
合
、
そ
れ
は

「
刺
史
」
「太
守
」
そ
の
も

の
が
兵
権
を
握

っ

て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
実
際
に
軍
隊
を
有
し
て

い
る
刺
史
あ
る
い
は
太
守

に
軍
号
を
加
え
れ
ば
、
そ
れ
は
、
軍
隊
を
率

い
る
の
は
あ
く

ま

で
も
将
軍
の
職
掌
に
よ
る
も

の
で
あ

っ
て
、
刺
史

・
太
守

の
官
職
に
よ
る
も

の
で
は
な

い
こ
と
を
表
明
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
魏

の
黄
初
中
、
豫
州

(
51
)

刺
史
で
あ

っ
た
買
達
は
以
前
か
ら
兵
権
を
持

っ
て
お
り
、
後
に
な

っ
て
将
軍
号
を
加
え
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
他
に
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
西
晋

の
武
帝

に
よ
る
い
わ

ゆ
る

「州
郡
兵

の
撤
廃
」
は
、
制
度

の
上
か
ら
見
れ
ば
刺
史

・
太
守
が
軍
号
を
領
す
る
こ
と
を
罷
め
た
も

の
と
し
て
理
解

(
52
)

(
53
)

さ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
ま
た
そ

の
意
見

に
賛
成
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
後
も
地
方

に
軍
隊
が
存
在
し
続
け
て
お
り
、
都
督
も
ま
た
現
に
存
在
し
続
け
て

い

(
54
)
る
。

つ
ま
り

「州
郡
兵

の
撤
廃
」
と

は
、
従
来
、
刺
史

・
太
守
を
通
し
て
都
督
に
統
轄
さ
れ
て
い
た
地
方

の
軍
隊
を
、
刺
史

・
太
守
か
ら
軍
号
を
取
り
上
げ
る

(
55
)

こ
と
に
よ
り
、
都
督
が
直
接
支
配
下

に
置
く
よ
う

に
な

っ
た
こ
と
を
意
味
す

る
。

『南
斉
書
』
巻
十
六
、
百
官
志
、
州
牧

・
刺
史
の
条
の

巫
日
太
康
中
、
都
督
知
軍
事
、
刺
史
治
民
、
各
用
人
。

(34)

 

と

い
う
記
事
は
、

こ
の
よ
う
な
現
実
を
説
明
し
た
も

の
な

の
で
あ

る
。
西
晋

の
武
帝
に
よ
る

「州
郡
兵

の
撤
廃
」
は
、
文
字
通
り
州
郡
兵
を
解
散
し
た
の
で
は

な
く
、
「
軍
民
分
治
」
の
思
想
を
実
行

に
移
し
た
も

の
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
に
よ
り
、
都
督

に
よ
る
地
方

軍
支
配
体
制

の
基
本
的
な
部
分
は
明
ら
か
に
な

っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で

一
つ
付
け
加
え
た

い
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
「郭
休
碑
」
碑
陰

の

「騎
督

一
人
」
の
上
段
に
あ
る

「参
戦

二
人
」
と

い
う
記
載
で
あ
る
。
ま
た
、
『金
石
録
』
巻

二
十
に
収
め
る

「
巫日
護
莞
校
尉
彰
祈
碑
」

の
碑
陰
に
も
ま
た
、
「蓼

戦

・
騎
督

・
歩
督

・
散
督
」
と

い
う
名
称

が
見
え

る
。
騎
督

の
上
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
騎
督
よ
り
も
上
の
立
場

に
位
置
す

る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
従

っ
て
州
郡
兵
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
鍵
を
握

っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
職
掌
や
官
制
上

の
位
置
づ
け
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
「参
戦
」
に
関
す
る
史
料
を
探
し
て
み
る
と
、
ま
ず

『宋
書
』
百
官
志
に



魏
元
帝
成
煕
中
、
巫日
文
帝
爲
相
國
、
相
國
府
置
中
衛
將
軍

・
驕
騎
將
軍
…
参
軍
二
十
二
人

・
参

戦
十

一
人
…
。

(
『宋
書
』
巻
三
十
九
、
百
官
志
上
)

と

い
う
記
事
が
あ

る
。
晋

の
文
帝
と

は
言
う
ま
で
も
な
く
司
馬
昭
の
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
が
曹
魏

の
末
期
、
相
国
と
な

っ
た
時

の
府
官

に

「蓼
戦
」
と
い
う
名

称
が
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ま
ず
参
戦
が
参
軍
と
同
様

の
、
幕
府

の
属
僚

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
次
に
、
西
晋

の
八
王

の
乱

の
最
中

の
事
と
し
て
、

(劉
)
聰
以

(劉
)
元
海
在
郭
、
催
爲
成
都
王

(司
馬
)
穎
所
害
、
乃
亡
奔
成
都
王
、

(
56
)

拝
右
積
弩
將
軍

・
参
前
鋒
戦
事
。

(
『晋
書
』
巻
百
二
、
劉
聡
載
記
)

と

い
う
史
料
が
あ

る
。
旬
奴

の
劉
聡

は
、
成
都
王
穎

の
も
と
で

「右
積
弩
將
軍

・
参
前
鋒
戦
事
」

に
な

っ
た
と

い
う

の
で
あ

る
。
参
軍
の
名
称
が
本
来

「参
某

某
軍
事
」
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば

、
こ
の

「参
前
鋒
戦
事
」
は
参
戦
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え

て
よ

い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ

の

「
某
某
」
に
は
通
常
、
「参

5ーω

車
騎
軍
事
」
や

「参
征
東
軍
事
」
の
よ
う
に
、
将
軍
号
が
入
る
。
そ
う
す
る
と
、
成
都
王
穎

の
も
と
で
前
鋒
将
軍
と
な

っ
た
の
は
、
管
見

の
限
り
史
料
上
か
ら

は
陸
雲

一
人
し
か
見
出
せ
な
い
。

張
昌
爲
齪
、

(司
馬
)
穎
上

(陸
)
雲
爲
使
持
節

・
大
都
督

・
前
鋒
將
軍
以
討
昌
。

(
『晋
書
』
巻

二
十
四
、
陸
雲
伝
)

陸
雲
は
成
都
王
穎

の
も
と
で

「前
鋒

將
軍
」
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
同
時
に

「使
持
節

・
大
都
督
」
と
な

っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
軍
府
を
開

い
た
で
あ
ろ
う
。

劉
聡
は
陸
雲

の

「参
戦
」
に
な

っ
た

の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
以
上
詳
し

い
こ
と
は
分
か
ら
な

い
が
、
参
戦
が
幕
府

の
府
官
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な

い
。

(
57
)

そ
し
て
、
そ
こ
か
ら

「郭
休
碑
」

「彰
祈
碑
」
に
見
え
る
参
戦
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
当
地

の
都
督

の
属
僚

で
は
な

い
か
と

い
う
可
能
性

が
浮
か
ん
で
く
る
。

つ
ま
り
、
都
督
は
参
戦
を
管
轄
州
郡

に
派
遣
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
刺
史

・
太
守

の
州
郡
兵
支
配

に
対
し

て
、
あ
る
程
度
干
渉
し
え
た
の
で
は
な

い
か
、
と
。

そ
う
考
え
る
と
、
上
述
の
西
晋
武
帝

の
州
郡
兵
撤
廃
政
策
も
、
理
解
し
や
す
く
な
る
。

つ
ま
り
、
刺
史

・
太
守
に
軍
号
を
加
え
る
と

い
う

の
は
、
上
に
述
べ
た

曹
魏
お
よ
び
西
晋
に
お
け
る
都
督
と
将
軍
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よ
う
に
、
刺
史

・
太
守

の
職
掌
か
ら
兵
権
を
分
離
さ
せ
る
意
味
を
持

つ
。
し
か
し
、
刺
史

・
太
守
自
身
が
軍
号
を
有
し
て
い
る
限
り
、

一
人
の
人
間
が
軍
民
両

権
を
握

っ
て

い
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。
そ
こ
で
、
更
に
都
督
が
属
僚
を
派
遣
し
て
刺
史

・
太
守

の
州
郡
兵
支
配
に
制
限
を
加
え
れ
ば
、
刺
史

・
太
守

の
兵

権
は
弱
体
化
す
る
。
後
は
刺
史

・太

守

の
軍
号
を
取
り
上
げ
る
だ
け
で

「
軍
民
分
治
」
は
完
成
す
る

の
で
あ
る
。
刺
史

・
太
守
か
ら
軍
号
を
取
り
上
げ
る
と
言

っ

て
も
、
何

の
予
備
段
階
も
経
ず
に
そ
う
し
た
措
置
を
行
う
と
は
考
え
に
く

い
。

そ
う
し
て
、

一
旦

「州
郡
兵
撤
廃

」
が
遂
行
さ
れ
れ
ば
、
後
は
参
戦

の
存
在
意
義

は
な
く
な
る
。
西
晋
末
期

の
混
乱
以
降
、
東
晋
か
ら
南
朝
に
か
け
て
、
「軍

民
分
治
」

の
理
想
と
は
裏
腹

に
、
現
実
は

「軍
民
兼
領
」

の
方
向

へ
と
流
れ
て
ゆ
く
。
そ

の
よ
う
な
流
れ

の
中
で
は
、
参
戦
が
全
面
的

に
復
活
す

る
余
地
は
な

(
58
)

か

っ
た
。
以
上
に
挙
げ
た
例
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、
「参
戦
」

の
実
例
は
曹
魏
末
期
か
ら
西
晋
中
期
ま

で
に
し
か
見
ら
れ
な

い
。
参
軍
が
後

に
府
官

の
中

で

大
き
な
比
重
を
占
め
る
よ
う

に
な
る

の
と
は
対
照
的
に
、
参
戦
は
す
ぐ

に
姿
を
消
し
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
参
戦

の
こ
の
よ
う
な
役
割
と
関
係
し
て

い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
た
だ

し
、
参
戦
に
関
す
る
史
料
は
極
め
て
少
な

い
。
筆
者

の
こ
の
よ
う
な
参
戦
に
関
す
る
理
解
は
、
仮
説
と
し
て
止
め
て
お
き

た
い
。

(36)

 

お
わ
り
に

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
魏
晋
に
お

け
る
都
督
制
は
、
『晋
書
』
職
官
志

の
記
述
方
式
お
よ
び
記
述
内
容
、
成
立
経
緯

(将
軍
仮
節

の
制
)
、
運
用
実
態

(将
軍

号
)
、
地
方
軍
支
配
体
制

(将
軍

-
牙

門
将

の
系
統
)
、

い
ず
れ

の
側
面
か
ら
見

て
も
、
「将
軍
」
を
制
度
的
基
盤
と
し

て
い
た
。
都
督
は
、
将
軍
を
前
提
と
し

な
け
れ
ば
存
在
し
え
な

い
制
度
と
し

て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

従
来
の
研
究
で
も
将
軍
と
都
督
と

の
問
に
密
接
な
関
連
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
は

い
る
が
、
こ
う
し
た
制
度
上

の
認
識
に
基
づ

い
た
も

の
で
は
な
く
、
具
体

(
59
)

的
な
個

々
の
事
例
か
ら
導
き
出
さ
れ

た
も

の
で
あ

る
。
そ

の
た
め
、
中
に
は

「太
守
を
本
官
と
す
る
都
督
も
存
在
し
た
」
と

い
っ
た
見
解
ま
で
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
都
督
を
州

の
上
級
機
関
と
し

て
把
握
し
、
刺
史
と

の
関
係
、
あ
る

い
は
都
督
区

の
設
定
を
問
題
の
中
心
と
す
る
研
究
が
多

い
。
都
督

・
将
軍

・
刺
史
と

い
う
三
者

の
関
係
を
論
じ
る
際
、
都
督
と
刺
史
と

の
関
係
に
重
心
を
置
く
傾
向
が
強

い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
都
督
は
軍
事
制
度

で
あ

っ



て
、
本
質
的

に
は
刺
史
と
は
関
係
な

い
。
例
え
ば

『晋
書
』
巻
二
、
文
帝
紀

に

(甘
露
)
四
年
夏
六
月
、
分
荊
州
置

二
都
督
、
王
基
鎭
新
野
、
州
泰
鎭
裏
陽
。

と
あ
る
よ
う

に
、

一
州

の
中

に
都
督
を

二
つ
設
置
す
る
こ
と
す
ら
あ

っ
た
。
ま
た
、
第
三
章

で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
王
和
が
駐
屯
地
を
宛
か
ら
新
野
に
移
し
た

(
60
)

こ
と
は
、
都
督
は
地
方

に
常
駐
す
る
と
は
言
え
、
必
ず
し
も
固
定

の
治
所
を
持

っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
端
的
に
物
語
る
。
都
督
は
や
は
り
、
刺
史
と
の
関
連

よ
り
は
む
し
ろ
、
将
軍
に
注
目
し
て
こ
そ
理
解
で
き
る
制
度
な

の
で
あ
る
。
思
う

に
、
従
来

の
研
究
が
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
有
し
て
い
る
の
は
、
史
料

に
見
え

る
個

々
の
具
体
的
な
事
例
を
全
て
同
列

に
扱

っ
て
い
る
こ
と

に
原
因

の

一
つ
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
こ
の
時
代
、
刺
史
が
軍
号
を
有
し
て
兵
権
を
持

つ

傾
向
が
強
く
、
ま
た
都
督
が
地
方

に
常
駐
す
る
た
め
、
都
督
と
刺
史
と

の
問
に
問
題
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
現
実

の
局
面
か
ら
生
じ
た
い

わ
ば
二
次
的
な
問
題
で
あ

っ
て
、
確

か
に
都
督
制

の
作
用
を
考
慮
す
る
上
で
重
要
な
問
題

の

一
つ
で
は
あ
る
が
、
制
度
そ

の
も

の
の
解
明
と
は
関
係
な
い
。

こ

の

う
し
た
混
乱

の
時
代
に
お
け
る
制
度

を
把
握
す
る
時
に
は
、
「理
念
」
と

「
現
実
」
、
「原
則
」
と

「
例
外
」
を
は

っ
き
り
と
認
識
し
な
け
れ
ば
、
本
質
を
見
誤

ω

る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

こ
の
時
代
、
都
督
と
刺
史
と

の
関
係
が
問
題
に
な
る
の
は
、
都
督
が
刺
史

の
上
級
機
関
で
あ
る
と
捉
え
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
刺
史
が
将
軍
号
を
帯
び
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
都
督

の
支
配
下
に
入
る
と

い
う

こ
と

に
起
因
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
現
象
面
か
ら
見
れ
ば
同
じ
で
は
あ
る
が
、
理
解

の
仕
方

に
注
意
す

べ

き

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う

な
観
点

か
ら
都
督

の
支
配
体
制
を
理
解
す
る
と
、
従
来

の

「州
郡
領
兵
制
」
「西
晋
武
帝

の
州
郡
兵
撤
廃
」
と

い
っ
た
問

題

に
対
し
て
も
、
新
た
な

一
面
を
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
都
督

の
州
郡
兵
に
対
す
る
支
配
は
、
「仮
節
将
軍

-
将
軍

-
牙
門
将

・
騎
督
」
と

い
う
支
配

・

従
属
関
係
に
基
づ
い
て

い
た
。

一
方
、
刺
史

・
太
守
に
将
軍
号
を
加
え
る
と

い
う
制
度
は
、
刺
史

・
太
守

「そ

の
も

の
」
に
は
兵
権
が
な

い
こ
と
を
宣
言
す
る

と

い
う
点
に
お

い
て
、
重
要
な
意
味
を
持

つ
。

つ
ま
り
、
後
漢
末

の
混
乱
期
よ
り
、
実
質
的
に
軍
隊
を
有
し
て
い
た
刺
史

・
太
守
か
ら
、
兵
権
を
分
離
さ
せ
る

た
め

の
措
置

で
あ

っ
た
と
も
言
え
る

の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
刺
史

・
太
守
か
ら
軍
号
を
取
り
上
げ

る
こ
と
は
、
彼
ら
か
ら
名
実
と
も
に
兵
権
を
回
収
す
る
と
と

も

に
、
都
督
が
州
郡
兵
を
直
接
支
配
す

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
西
晋

の
武
帝
に
よ
る
州
郡
兵
撤
廃
政
策
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
理
解
す
る
こ
と

曹
魏

お
よ
び
西
晋

に
お
け
る
都
督
と

将
軍



大
手
前

大
学
論
集

第

17
号

(
2
0
1
6
)

が
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

本
稿

で
見

て
き
た
よ
う
に
、
曹
魏

か
ら
西
晋
に
か
け
て
は
、
都
督
制
は
徐

々
に
変
化
を
遂
げ

つ
つ
も
、
基
本
的

に
は
理
想

に
近

い
形

で
l
l
す
な
わ
ち
、
将

軍
号
を
中
心
と
し
て
l
l

運
用
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
現
実
的
な
要
請
か
ら
、
州
刺
史
あ
る
い
は
郡
太
守
と
結
び

つ
く
こ
と
も
ま
た
、
成
立
当
初
か
ら
見
ら

れ
る
。
ま
た
、
将
軍
号

の
濫
発
お
よ
び
西
晋
武
帝

の
全
国
統

一
と

い
う
事
態
を
受
け
て
、
将
軍
号
そ

の
も

の
が
虚
号
化
を
始
め
る
。
そ
の
傾
向
は
、
西
晋

の
八

王

の
乱

・
永
嘉

の
乱
を
経
て
強
ま
り
、
東
晋
以
後
決
定
的
と
な

っ
て
い
く
。
そ

の
結
果
、
都
督
制
そ

の
も

の
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
東
晋
南
朝
に
お

け
る
都
督
制
は
、
曹
魏

・
西
晋
時
期
と
は
別
の
論
理
で
運
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た

い
。

注

(1
)

(2
)

(3
)

(4
)

(5
)

(6
)

(7
)

日

中
両

国

の
主

な

研
究

は
小

尾
孟

夫
著

『六
朝

都
督

制

研
究
」

(広

島

、
漢
水

社

、

2
0

0
1
年

)

の
序

章

「
六
朝

時

代

に
お
け

る
軍
制

史

研
究

の
現

状
と

課
題

」

(
10

1

25
ペ
ー

ジ
)
に
ま
と

め
ら

れ

て

い
る
。
な

お
そ

の
他

に
、
近

年
、
張

鶴
泉

氏

が

「
曹

魏
都
督

諸

州
軍
事

制

度
試

探
」
(
中
国

魏
晋
南

北
朝

史

学
会
編

『魏

晋
南

北
朝

史
研

究
』

武

漢
、

湖
北

人
民

出

版
社

、

1
9

9

6
年

、

55

1
70

ペ

ー
ジ
)

「
西
晋

都
督

諸

州

軍
事

制
度

試
探

」

(
『東
南

文

化
』

編
輯

委

員
会

編

『
六
朝

文
化

国

際
学

術

研
討

会
哲

中

剖ω

国
魏

晋
南

北
朝

史

学
会
第

六
届

年
会

論
文

集

(
『東

南
文

化
」
1

9
9

8
年

増

刊

2
)」
南

京
、
南
京

博
物

院

『東

南

文
化
』
雑
誌

社

、
1
9

9
9
年

、
1
1

3

1
1
1

8
ペ
ー

ジ
)

を
発

表

し
、
制

度
面

か

ら

の
研
究
を

行

っ
て

い
る
。

そ

の
う

ち

の
数

例

は
、
本

稿

の
中

で
も
取

り

上
げ

る
。

実
際

の
と

こ
ろ
、

規
定
を

破

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

あ

る

い
は
例
外

か
ら

制
度

が
変

化

し

て

い
く
、

と

い
う
事

も
少

な

か
ら
ず

あ

っ
た

で
あ

ろ
う
。

都
督

制

に

つ

い
て
も

こ

の
よ
う

な
側
面

が
見

ら

れ
る

の

で
あ
り

、
本
稿

も

こ

の
よ
う

な
観
点

か

ら
都
督

制

の
変
化

を

捉
え

た
も

の

で
あ

る
。

厳
耕

望

『中

国
地

方
行

政

制
度

史

"
乙

部

魏
晋

南

北
朝

地
方

行

政
制

度
』

(台

北
、

中
央

研
究

院

歴
史

語

言
研

究
所

、

1

9
9

7
年

景

印

四
版

)
上

冊
、

第

二
章

「
都

督
與

刺
史

」

8

7

1
1
3
6

ペ
ー

ジ
、
特

に
91

1
99

ペ
ー
ジ
参

照
。

た

だ
し

、
武

官
公

の
中

で
も
太

尉

だ
け

は

(
D
)

の
省

略

部
分

の
中

に

「
太

尉
錐

不
加

兵

者
、

吏

属
皆

緯
服

」
と

あ

る

こ
と

か
ら

、

(
E
)

で
は

な
く

(
D
)

に
含
ま

れ

て

い
た
。

ま

た

逆

に
、

(
F
)

と

(
G
)

の
間

に
あ

る

「
光
緑

大

夫
假

銀

章
青

綬
者

」

の
段

に

「
加
兵

之

制
、

諸
所

供
給

依

三
品

將

軍
」

と

い
う
規

定

が
あ

る

こ
と

か
ら

、
文

官

公

に
も

「
加
兵

之
制

」

が
あ

る

こ
と
が
分

か

る
。

こ

の
場

合

は
も

ち

ろ
ん
、
文

官

公

で
あ

っ
て
も

(
E
)

の
規

定

が
適

用
さ

れ
た

で
あ

ろ
う
。

『通

典
」

巻

三
十
七

「
晋

官
品

」

の
第

二
品

に

「
駆

騎

・
車
騎

・
衛

將
軍

、
諸

大
將

軍
」

と
あ

る

の
に
対

応
す

る
。

「
は

じ

め

に
」

で
述

べ
た

よ
う

に
、

日
本

に
お

け

る
都
督

制

研
究

は

四
征

将

軍
と

の
関

連
を

中
心

と

し

て
展

開
さ

れ

て
き

た
。

た
だ

し
、

そ
れ

は
具

体

的
な

実
例

の
分

析

か

ら
得

ら
れ

た
結

果

で
あ

っ
て
、

『
晋
書
』

職
官

志

の
検

討
を

通
し

て

で
は
な

い
。
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こ

の
点

に

つ

い
て
は
、
小

尾
氏

が

既

に
指

摘

し

て

い
る
。

小
尾

前
掲

書

56

ペ
ー
ジ

お
よ

び

83
ペ
ー

ジ
参

照
。

大
庭

脩

「
後

漢

の
将

軍
と

将
軍

仮

節
」

(
「秦

漢
法

制
史

の
研
究

』
東

京
、

創
文

社

、

1
9

8
2
年

所

収
、

4

1

0

1
4
6

5

ペ
ー
ジ

)
。
特

に
4

4
5

1
4
5

8

ペ
ー
ジ

参

照
。

な
お
、

こ
こ

で
将

軍

と
言

っ
て

い
る

の
は
、
中

郎
将

や
校

尉
も
含

む

、
広

い
意

味

で

の

「
将
軍

」

で
あ

る
。
本

稿

で
も
特

に

限
定

し
な

い
限
り

、

こ

の
意

味

に
お

い
て
将

軍
と

い
う
言

葉
を

用

い
る
。

た

だ
し

、
非

漢
民

族

を
統
治

す

る
官

で
あ

る
使
旬

奴

中
郎

将

や
護
鳥

丸

校
尉

な

ど

の
類

は
、

そ

の
職
務

の
性

格

上
か

ら
、

「
使
持

節

」

の
官

で
あ

っ
た
。

大
庭

前

掲
論

文

4
3

5

1
4
3

6
ペ
ー

ジ
。

拙
稿

「都

督
制

の
成

立
」

(
『東

洋
史

研
究

』
第

六
十

巻
第

二
号

、

1

1
28

ペ
ー
ジ

)

唐
長

儒

「
西
晋

分
封

與
宗

王
出

鎮

」

(
『魏

晋
南

北
朝

史
論

拾
遺

』

北
京
、

中
華

書

局
、

1

9
8

3
)

お

よ
び
前

掲
拙

稿

(
17

1
22
ペ

ー
ジ
)
参

照
。

『三

国
志

』
巻

十
七

、
楽

進
伝

お

よ
び
同

書
干

禁
伝

参
照

。

「
三
国
志

』
巻

九
、

曹
仁

伝

及

即
王
位

、

拝
仁
車

騎
將

軍

・
都
督

荊
揚

益
州

諸

軍
事
、

進
封

陳
侯

、
増

邑

二
千

、
井
前

三
千

五

百
戸
。

「
三
国
志

』
巻

十

八
、
減

覇
伝

文
帝

即
王

位

、
遷
鎭

東
將

軍

、
進
爵

武
安

郷
侯

、
都

督
青

州
諸

軍
事

。

本
伝

で
は

「官

至

振
威
將

軍

、
假

節

・
都

督

河
北

諸
軍
事

、

封
列

侯
。
」

と
あ

り

、
そ

こ
に

附
せ

ら
れ

た
斐

注

で
は

「
及
魏
有

天

下
、
文

帝

徴
質

、
與

車
駕
會

洛

陽
。

到
、

拝

北
中

郎

將
、
封

列

侯
、

使
持

節

・
督

幽
井

諸

軍
事

、
治

信
都

。
」

と
あ

る
。

一
方

、

『三
国

志
」

巻

二
十

四
、

崔
林

伝

に

は

「文

帝

践
昨

、
拝

尚
書

、

出
爲

幽
州

刺

史
。

北

中
郎

將
呉

質
統

河

北

軍
事
、

…
。
」
と

あ

る
。
従

っ
て
、

最
初

は

北
中

郎
将

で
あ

っ
た

の
は

間
違

い
な

い
。

呉
質

伝

の

「
官
至

」
と

い
う

表

現

か
ら

、
振
威

将

軍

は
最

終

的

に
至

っ
た
官

職

な

の

で
あ

ろ
う

。

そ

し

て
北
中

郎
将

か

ら
振

威
将

軍

へ
と

昇
進

す

る
と

と
も

に
、

「
督

」
か

ら

「
都
督

」

へ
と
進

号

し
た

も

の
と
考

え

ら

れ
る
。

因

み

に
、

『
通
典
』

巻

三
十

六

に
載

せ
る

「
魏
官

置
九

品
」

で

は
、
振

威
将

軍

・
北
中

郎
将

と
も

に
第

四
品

で
あ

る
が

、
序

列

は
振
威

将
軍

の
方

が
上

で
あ

る
。

陳
琳

国

「
論
魏

晋
南

朝
都

督
制

」

(
『北
京

師
範

大
学

学
報

』

1

9
8

6
年

第

4
期

)
参

照
。

戚
覇

に

つ
い
て
は

、
他

の
都

督
と

は
明

ら
か

に
異
質

で
あ

る
。
そ

れ
は

、
彼

の

「
都
督

青
州

諸
軍

事
」
と

い
う
肩

書
き

で
あ

る
。

つ
ま

り
、
他

の
都
督

と

は
異

な
り

、
呉

・

蜀
と

接

し

て

い
な

い
所
謂

「内

州

」

の
青

州

を
管
轄

範

囲
と

し

て

い
る

の
で
あ
る
。

こ
れ
は

、

「
三
国
志

』
巻

十

八
戚
覇

伝

に

太
祖

以
覇

爲
瑛

邪
相

、

(呉
)

敦
利

城

・
(サ
)

禮
東

莞

・
(孫

)
観

北
海

・
(孫

)
康

城

陽
太
守

、
割

青
徐

二
州
、
委

之
於

覇
。

と

あ
る

よ
う

に
、

早
く

か
ら
青

・
徐

二
州

の
統
治

を
威

覇

に
委

任

し

て

い
た

こ
と

の
延

長
線

上

に
あ

る
。

田
余

慶

「
漢

魏
之

際
的

青
徐

豪
覇

問

題
」

(
『歴
史

研
究

』

1

9

8
3
年
第

3
期

)
参

照
。

呉

質

に

つ

い
て
は
次
章

で
説
明

す

る
。

前
掲

拙
稿

2ー
ペ
ー

ジ
参

照
。

た

だ
し

、
実
際

に

は
都
督

以
外

の
将
軍

に
節

を
仮
す

こ
と
は
極

め

て
少

な

い
。

『
三
国
志
」

巻

十
六

、
杜

恕
伝

に

復
出

爲
幽

州
刺

史
、
加

建
威

將

軍
、
使
持

節

・
護

鳥
丸

校
尉

。

時
征

北
將

軍
程
喜

屯
廟

、
尚
書

衰

侃
等
戒

(杜

)
恕

日

「
程
申

伯
庭

先
帝

之
世

、
傾

田
國
譲

於
青

州
。

足

下
今
倶

杖
節

、
使

共
屯

一
城
、
宜

深
有

以
待

之
。
」

曹
魏

お
よ
び
西
晋

に
お
け
る
都
督
と

将
軍

(39)
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(22
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と

あ
る
。

征

北
将

軍

の
程

申

伯
、

す
な

わ
ち

程
喜

が
節

を
持

し

て

い
た

と

い
う

史

料

は
見
当

た
ら

な

い
が
、

衷
侃

の

「
足

下
今
倶

杖
節

」
と

い
う

言
葉

か

ら
、
程

喜

が
杜

恕

と
同

様

に
節
を

持

し

て

い
た

こ
と

は
間
違

い
な

い
。

こ

の
よ
う

に
、

「
仮
節

将

軍
」

が

「
共

に

一
城

に
屯
す

る
」

と

い
う

の
は
、
通

常

は
あ

り
得

な

い
事
態

で
あ

っ
た

こ
と

が

分
か

る
。

こ

の

エ
ピ

ソ
ー
ド
は

、
「
節

を
仮

さ

れ
る
」

と

い
う
事

実

が
極

め

て
重

要

な
意
味

を
持

ち

、
「
仮

節
将

軍
」

が

か
な
り

の
独

立
性

を
有

し

て

い
た

こ
と
を

物
語

っ
て

い
る
。
従

っ
て
、
仮

節

将
軍
を

よ

り
確
実

に
統

率
す

る

た
め

に
は

、

『宋
書

』

巻

三
十
九

、
百

官
志

上
、

持
節

都
督

の
条

に

假
黄

銭
、

則
專

鐵
節

將

、
非

人
臣
常

器
　

。

と
あ

る

よ
う

に
、

「
仮
黄

鐡
」

が
必

要
だ

っ
た

。
例

え
ば

、
黄

初
中

、
都

督
諸

軍
事

の
曹

休

が
仮
節

・
前

将
軍

の
張

遼
を
統

率

す

る
際

に
は

帝
征

孫
権

、

以
休
爲

征
東

大

將
軍
、

假
黄

銭
、

督
張

遼
等

及
諸

州
郡

二
十

鯨

軍
、
撃

権
大

將
呂

範
等

於
洞

浦

、
破
之

。

(
『
一二
国
志
』

巻

九
、

曹
休

伝
)

と
あ

る

よ
う

に
、

「
仮
黄

銭
」

で
あ

っ
た

。

そ
も
そ

も
、

本
章

で
述

べ
て
き

た
よ
う

に
、

都
督

は
仮

節

将
軍

に
対

し

て
与
え

ら
れ

る
肩
書

き

で
あ

る
。

「
仮
節

」

が
他

の
将

軍
を

統
率

す

る
権

限
を
表

し

て

い
る
以

上
、
仮

節

将
軍

が
仮
節

将

軍
を
統

率

す

る
に

は
限
界

が
あ

っ
た

こ
と

は
想

像

に
難
く

な

い
。
仮

節
将

軍

よ
り
根

本

に
お

い
て
上
位

に
立

つ
た

め

に
は
、

「
節
」

よ
り

一
段
上

の

「
銭
」

を
必

要

と

し
た

の
で
あ

る
。
曹

魏
初

年

に

は
張
遼

・
張

部

・
徐

晃

・
文
聰

等

、
比

較
的

多
数

確

認

で
き

る
都

督

以
外

の
仮

節

将
軍

が
、
の
ち

に

は
ご
く

少
数

の
例
し

か
見

な
く

な
る

の
も
、
こ
う

し
た

「都

督

・
仮

節
将

軍
」
と

「
非
都

督

・
仮

節
将

軍
」
と

の
微

妙
な

関
係

が

一
因

で
あ

ろ
う
。

思
う

に
、

こ
う

し

た
矛
盾

は
都

督

制
が

そ
れ
自

体

で
制

度
と

し

て
確
立

さ
れ

ず
、

後
漢

の
将

軍
仮

節

の
制

に
拠
ら

な
け

れ
ば

な

ら
な

か

っ
た

こ
と

に
起

因
す

る

の
で
あ

る

が
、

問

題
は
、

な

ぜ
都
督

制

が
将

軍
仮
節

と

結
び

つ

い
て
成

立
し

た

の
か
、

言

い
換
え

る
と

、
な

ぜ
都

督

そ

の
も

の
だ

け

で
制
度

と

し

て
確

立

さ
れ

な
か

っ
た

の
か

、
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

こ

の
問

題

に

つ
い
て
は

、
呉

・
蜀

の
都
督

制

を
も
含

め

て
検

討
す

べ
き

課
題

で
あ

ろ
う
。

前
章

で
述

べ
た
よ
う

に
、

都
督

は

「
四
征

将

軍
」

に
与
え

ら

れ
る

の
が
基

本

で
あ

っ
た
。

よ

り
詳

し
く

は
次
章

参

照
。

『通

典
」

巻

三
十
六

の

「
魏
官

置
九

品
」

の
第

二
品

の
条

で
、
「
諸

四
征

・
四
鎮
」

を
車

騎
将

軍

よ
り
上

位

に
置

い
て

い
る

の
は
、

こ
の

『宋

書
」

の
記

事

に
基
づ

い
て

い

る

の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

し
か

し
、

「宋

書
』

の

こ
の
史
料

は
、

「
持
節

・
車
騎

将

軍
」
と

「持

節

・
都

督

・
四
征

将
軍

」
と

の
従
属

関
係

を
述

べ
て

い
る

の
で
あ

っ
て
、

「
車

騎
将

軍

」
と

「
四

征
将

軍
」

と

の
上

下
関

係
を

説

明
し

て

い
る

の
で
は

な

い
。
な

ぜ
な

ら

ば
、
注

(
23
)

に
引

用
す

る
曹

仁

の
事

例

で

は
、
征

南
将

軍

か
ら

車
騎

将

軍

へ
と

遷

っ
て

い
る
。

こ
れ

は
曹

魏
初
期

の
事

例

で
あ

る

が
、
正

始
年

間

に
は
王

凌

が
征
東

将

軍
か
ら

車
騎

将

軍

へ
と

遷

っ
て
お
り

(
『一二
国
志
」

巻

二
十

八
)
、

嘉
平

年

間

に
は
郭

准

が
征

西
将

軍
か

ら
車

騎
将

軍

へ
と
遷

っ
て

い
る

(
『
一二
国
志

』
巻

二
十
六
、

郭
准

伝
)
。
従

っ
て
、
曹

魏

一
代
を

通

し

て
、

車
騎

将

軍
が
将

軍
号

の
序

列

と
し

て

「
四
征

将

軍
」

よ
り
も

上

に
位

置
し

て

い
た

の
は
明

ら
か

で
あ

る
。

「通
典
」

の
こ

の
記
載

は
、

お
そ

ら
く

誤
り

で
あ

る
。

本
稿

で
は
、

「
持
節

」

の
三
級

制

に
は
触

れ

な
か

っ
た
。

そ

れ
は
次

の
よ
う

な
理
由

に
よ
る
。

既

に
述

べ
た

よ
う

に
、

「
持
節

」

に
は

「
使
持

節

・
持
節

・
仮

節
」

の
三
級

が
あ

る
。

そ

し

て
、

こ

の
三
級

そ

れ
ぞ

れ

の
実
例

が
少

な

か
ら
ず

史
料

上

に
見
え

る
事

は
、

厳
耕

望
氏

の
指

摘
通

り

で
あ

る
。

た
だ

し
、
丹

念

に
見

て

い
く

と
、

史
料

が

錯
綜

し

て

い
る

こ
と
が
少

な
く

な

い
。

そ

の

一
例

は
注

(
15
)

で
挙

げ

た
呉
質

に
も
あ

る
が

、
そ

の
他

に
も

例
え

ば
、

「晋
書
』

巻

四
十

二
、

王
渾

伝

に

遷
安

東
將

軍

・
都
督

揚
州

諸

軍
事
、

鎭
壽

春
。

…
帝

下
詔

日

「
使
持

節

・
都
督

揚
州

諸

軍
事

・
安
東

將

軍

・
京

陵
侯

・
王
渾

、
…
。
」

と

あ
り

、
詔

に

は

「
使

持
節

」

と
あ

る

に
も

か
か

わ

ら
ず

、
本

文

で
官
歴

を

記
す

際

に
は

そ

の
記
載

が

な

い
。
因

み

に
、

王
渾

は

こ
れ

よ
り
前

に
、

「
征
虜

将
軍

・
監

豫

州
諸

軍

事

・
仮
節

・
領

豫

州
刺

史
」

に

な

っ
て
お
り
、

そ

の
時

点

で
既

に
節

は
授

け

ら
れ

て

い
た
。

し

か
し

、

「仮

節

」
か

ら

「
使
持

節
」

へ
と
変

更

し
た

と

い
う
記

述

は

ど

こ
に
も

な

い
。

あ

る

い
は
ま

た
、
東

晋
時

代

の
こ
と

で
あ

る

が
、

「晋
書
』

巻

八
、

穆
帝

紀
、

升
平

元
年

六
月

の
条

に

以

軍
司
謝

変
爲

使
持

節

・
都
督

・
安

西

將
軍

・
豫

州
刺
史

。

(40)
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と
あ

っ
て

「使

持
節

」
と

記

さ
れ

て

い
る
が

、

「晋

書
」

巻
七

十
九

、
謝

変
伝

で

は

乃

遷
都
督

豫

司
翼
井

四
州

軍
事

・
安

西

將
軍

・
豫
州

刺
史

・
假

節
。

と

あ
り

、
「
仮

節
」

と

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

こ
の
よ
う

な
史

料
表

記

上

の
混

乱

は
、

こ
れ

だ
け

に
止

ま
ら

な

い
。

従

っ
て
、
「
持

節
」

の
三
級
制

が
実

際

に
ど

の
よ
う

な

基
準

に
基

づ

い
て
運
用

さ
れ

て

い
た
か

と

い
う

問

題
は

、

こ
う

し

た
史
料

状

況

に
あ

る
以
上

不
可
能

と

言
わ
ざ

る

を
え

な

い
。

『
三
国
志

』
巻

九
、

曹
仁

伝

復

以
仁
行

征
南

將

軍
、
假

節

、
屯
簗

、
鎭

荊
州

。

…
還
屯

簗

、
即
拝

征
南

將

軍
。

…
及

即
王
位

、

拝
仁
車

騎

將
軍
、

都
督

荊
揚

益
州

諸

軍
事

…
。

こ

の
曹
仁

の
昇

進

は
、
都

督

が

「
四
征

将
軍

」
よ

り
も

上
位

の
将

軍
号

と
結

び

つ
く
前

例
を

開

い
た
。

本
章

で
紹

介
す

る

よ
う

に
、
太

和
元

年

に
司
馬

幣

が
駆
騎

大
将

軍

を

以

っ
て
都
督

に
就

任

し
た

の
は

、

こ
う

し

た
前

例

に
基
づ

く
。

ま
た

同
様

に
、

曹
休

が
都

督

の
ま
ま

征
東

大
将

軍

か
ら
大

司
馬

に
昇

進

し
た

の
は
、

諸
公

に
都

督

が
与

え

ら
れ

る
前

例

を
開

い
た
。
第

一
章

で
紹
介

し

た
よ

う

に
、

『晋

書
』

職

官
志

に

「
諸
公

及

開
府

位
從

公

爲
持

節
都

督

」
と

い
う

規
定

が
存

在

す

る

の
は
、

こ
う

し

た
前

例

に
基

づ
く
。

そ

し

て
そ

の
場

合

も
、

「
領
兵

」
を

前
提

と

し

て

い
る

こ
と

は
既

に
述

べ
た

が
、
そ

れ

は
司
馬

酪

が
太
尉

か
ら

太
傅

に
な

っ
た

と
き

の
こ
と

に

其

以
太
尉

爲
太

傅
、

持
節

統

兵
都
督

諸

軍
事
如

故
。

(
『
一二
国
志

』
巻

四

、
三

少
帝
紀

)

と
記

さ

れ

て

い
る

こ
と

に
現

れ

て

い
る
。

注

(
5
)
参

照
。

『三

国
志

』
巻

十

七
、

張
遼

伝
。

な

お
、
森

本

淳

「曹

氏

政
権

の
崩
壊

過
程

に
関
す

る

一
試

論
l
l

軍
事

権
と

の
関
係

を
中

心

に
l
l

」

(中
央

大

学

『
ア
ジ

ア
史

研

究
』

第

二
十

五
号
、

2
0

0
1
年

、

l

1
26

ぺ
ー

ジ
)
も

参

照
。

曹
仁

の

「
益
州

」

が
名

目
上

だ
け

の
も

の
で
あ

る

の
は

言

つ
ま

で
も

な

い
。

幽

注

(
15
)
参

照
。

例
え

ば

、

こ
こ

で
引
用

し
た

許
允

は

「仮

節

・
鎮

北
将

軍

・
都
督

河
北

諸
軍
事

」

で
あ

り

(
『一二
国
志
』

巻

九
、
夏

侯

玄
伝

)
、
何

曾
も

「
仮

節

・
鎮

北
将

軍

・
都

督

河
北

諸

軍
事

」

で
あ

り

(
『晋

書
』

巻

三
十
三

、
何

曾
伝

)
、

陳
本
も

ま

た

「仮

節

・
鎮

北
将

軍

・
都

督

河
北
諸

軍
事

」

で
あ

っ
た

(
『
一二
国
志
』

巻

二
十

二
、

陳
本

伝
)
。

「晋

書
』

巻

一
、
宣

帝
紀

(嘉

平

三
年

夏

四
月

)
悉

録
魏

諸
王

公
置

干
郭

、
命

有
司

監
察

、
不

得
交

關
。

浜

口
重

国

「魏

晋
南

朝

の
兵

戸
制
度

の
研

究

」

(
『秦

漢
階

唐
史

の
研

究
』

東
京

、
東

京
大

学
出

版
会

、

1

9
6

6
年

)
上

巻
所

収

、

3
9

2

1
3
9

3
ペ
ー

ジ
参

照
。

『晋

書
」

巻

一
、
宣

帝
紀

(黄

初

五
年

)

輻
撫

軍

・
假
節

、

…
帝
督

諸
軍

討

(孫
)

権
、

走
之

。

…
遷
願

騎
將

軍
。

太
和

元
年

六
月

、
天

子
詔

帝
屯

干
宛

、
加

督
荊

豫

二
州
諸

軍
事

こ
こ

で
は

「
腰
騎

将

軍
」

と
し

て

い
る
が
、

「三

国
志
』

巻

三
明

帝
紀

、
黄

初

七
年

八
月

辛

巳

の
条

で
は

「
撫

軍
大

将

軍
司

馬
宣

王
爲

腰

騎
大

将

軍
」

と
す

る
。

司
馬

諮

と
と

も

に
輔
政

の
任

に
当

た

っ
た

陳
華

が

「
鎮

軍
大

将
軍

」
で
あ

っ
た

こ
と
を

考
え

る
と

(
『
一二
国
志
』
巻

二
十

二
、
陳
華
伝

)
、
司
馬
整

も

黄
初

五
年

で
な

っ
た

の
は

「
撫

軍
将

軍

」

で
は
な

く

「撫

軍
大

将

軍
」

で
あ

ろ
う
。

そ
う

す

る
と

、

一
旦

「
大
将

軍
」

を
加

え
ら

れ
た

者

が
将
軍

号
を

遷

る
際

に
は
、

通
常

「大

将

軍
」
を

加
え

た

ま
ま

で
あ

る

こ
と
を

考
え

れ
ば

、

や
は

り

『
三
国
志

』

に
従

っ
て

「
駆

騎
大
将

軍
」

と
考

え

る

べ
き

で
あ

る
。

ま

た

、

こ
こ

で

「
加
督

」

と
あ

る

こ
と

に
注

意

し
た

い
。
と

い
う

の
は
、

『
晋
書
』

巻

四
十

三
、

山
簡

伝

に

永
嘉

三
年

、
出

爲
征

南
將

軍

・
都
督

荊
湘

交
廣

四

州
諸

軍
事

・
假
節

、
鎭

嚢

陽
。

…
尋
加

督
寧

益

軍
事
。

曹
魏

お
よ
び
西
晋

に
お
け
る
都
督
と

将
軍
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と
あ

り

、

「晋

書
』

巻

二
十

八
、
周

撫
伝

に

後
代

冊

丘
奥
監

巴
東

諸

軍
事

・
益
州

刺
史

・
假

節

、
將

軍
如
故

。
尋

進
征

虜

將
軍
、

加
督

寧
州

諸

軍
事
。

と
あ

り

、
ま

た

『晋

書
』

巻

八
十

五
、
劉

毅
伝

に

俄
進

毅
爲

都
督

荊
寧

秦
雍

四

州
之

河
東

河
南
廣

平

揚
州

之
義

成

四
郡
諸

軍
事

・
衛

將
軍

・
開
府
儀

同

三
司

・
荊
州

刺
史

、
持

節

・
公
如

故
。

毅
表

荊
州

編

戸
不

盈
十

萬

、
器
械

索
然

。
廣

州
錐

凋
残

、
猶

出

丹
漆
之

用

、
請
依

先
準

。
於

是
加

督
交

廣

二
州
。

と
あ

る

よ
う

に
、
「
加
督

」
と

い
う

表
現

は
、
も

と
も

と
都

督

で
あ

る
者

に
対
し

て
管
轄

州

を
増

や
す

際

に
よ
く
使

わ

れ
、
そ

の
際

、
も
と

の
都
督

の
号
が

「都

督
」

「
監
」

で
あ

っ
て
も
、

「
督

」
と

記
す

の
で
あ

る
。

こ
れ

に
対

し
て
、

通
常

、
都

督

で
な

い
者
が

都
督

に
な

る
時

は

「
爲
」

「
遷
」

と

い
う
表

現
を

用

い
る
。

ま

た

、
司
馬

整

は
願

騎
大

将
軍

と

い
う

極

め

て
高

位

の
将

軍
号

を
有

し

て

い
る
。
魏

晋
時

期

に
お

い
て
、

こ
う

し

た
高
位

の
将

軍
号

を
有

し

な
が

ら

「督

諸

軍
事
」

で

あ

っ
た
と

い
う

事

例

は
、
他

に
な

い
。

か

つ
、
曹

魏

か

ら
西

晋

に

か
け

て
、

揚
州

・
荊

州

・
関

中

の
三

要

地
を

管

轄
範

囲

と
す

る
都
督

が

「
監

諸

軍
事

」

「督

諸

軍
事

」

で
あ

っ
た

こ
と
は

ほ
と

ん
ど

な

い
。
わ
ず

か

に
、
後

掲

の

[曹

魏

時
期

・
督

諸
軍

事
就

任
者

]

の

一
覧

表

に
挙
げ

た
李

胤

の

「
督

関
中

諸

軍
事
」

と

い
う

一
例

の
み

が
見

え

る
が

、
し

か
し
李

胤

は
実
際

に
は

「
都

督

関
中
諸

軍
事

」

の
鍾
会

の
下

で
従

軍

し

て

い
た

と
考
え

ら

れ
る
。

つ
ま
り
、

実
質

的

に
は

一
例
も

な

い
の
で
あ

る
。

以
上

の
理
由

か

ら
、

司
馬
艶

は

こ

の
時
す

で

に

「
都
督

諸

軍
事

」

の
肩

書

き

は
持

っ
て
お

り
、

太
和

元
年

で
は
荊
州

と
豫

州
を

具
体

的
な

管
轄

範

囲
と

し

て
定

め

た
だ

け

で
あ

り
、

正
式

に
は

「都

督

荊
豫

諸

軍
事

」

で
あ

る
と

考
え

ら

れ

る
。
ち

な

み

に
、

こ
こ

で
挙
げ

た

「晋

書
』
宣

帝

紀

の
記

載

か
ら
、

司
馬

諮

が

「
督
荊

豫
諸

軍

事
」

と

な

る
前

に
仮
節

将

軍
と

し

て

「
諸
軍

を
督

」

し

て

い
た

こ
と

が

分

か
る
。

『晋

書
』
宣

帝

紀

の
記
載

が

全
般

的

に
極

め

て
簡
略

で
、
願

騎
大

将

軍
を

「
願

騎
将

軍
」

と

記

し
た

り
、
撫

軍
大

将

軍
を

「
撫

軍
」

と

の
み
記

し

て

い
る
こ
と
も

念
頭

に
置

く

べ
き

で
あ

ろ
う
。

こ

の
間

の
詳

し

い
事

情

は
、
前

掲
森

本
淳

「
曹
氏

政
権

の
崩
壊

過

程

に
関
す

る

一
試
論

軍
事

権
と

の
関

係
を

中
心

に

」

13

1
15
ペ
ー

ジ
参
照

。

た
だ

し
、
氏

は

司
馬

諮

の
例
を

以

っ
て
異

姓

が
都

督

に
就
任

し
た

最
初

の
事

例
と

見
な

し

(戚
覇

を
例

外
と

し

て
)
、

だ
か

ら

こ
そ

「督

諸

軍
事

」

で
あ

っ
た
と

述

べ
て

い
る
。

し

か
し
、

注

(29

)

で
考

証

し
た

よ
う

に
、

こ
れ

は

「
都
督

」

で
あ

る
可
能

性
が

極
め

て
高

い
。

ま
た

、
戚

覇
以

外

に
異
姓

で
最

初

に
都
督

に
就

任

し
た

の
は
、

既

に
言
及

し

て

い

る
よ
う

に
呉
質

が

い
る
。

こ

の
時

は
病

に
よ

り
赴
任

で
き

な

か

っ
た
が

、
直
後

に

ま
た

「
監
豫

州
諸

軍
事

」

に
な

っ
て

い
る
。

『
三
国
志
』

巻

二
十

三
、

趙
撮
伝

参

照
。

張
鶴

泉

氏

は
、
前

掲

「
曹
魏

都

督
諸

州

軍
事

制
度

試
探

」

(59

1
62
ペ

ー
ジ
)

に

お

い
て
、

こ

の
趙
撮

の
事

例

を
根

拠

と
し

て
、

将
軍

号

を
本
官

と

し

な

い
都

督

が
存

在

す

る

こ
と
、

そ
し

て
そ

れ
が

「
監

諸
軍
事

」

と

い
う

名

称
を

与
え

ら
れ

る
と

論
じ

て

い
る

が
、

そ

の
見

解

は
誤
り

で
あ

る
。

本
稿

で
論

証

し
た

よ
う

に
、
都

督
制

は
将

軍

を
本

官

と
し

な
け

れ
ば
成

り

立
た

な

い
制
度

で
あ

る
。

趙
撮

の

「
監
諸

軍
事

」

は
、
あ

く
ま

で
も

「
監

軍
」

が
都

督
制

に
組

み
込

ま

れ
る
過

渡
期

の
形

態
と

し

て
理
解

す

べ
き

で
あ
る
。

『晋

書
』

巻

三
十
六

、
衛

灌
伝

参
照

。

管
見

の
限
り
、

冊

丘
倹

よ
り
前

に
豫

州

一
州

の
み
を

管
轄

す

る
都
督

は
設

置

さ
れ

て

い
な

い
。

『三

国
志
」

巻

二
十

八
、

諸
葛

誕
伝

又
使

監

軍
石
苞

⊥
党
州
刺

史
州

泰
等

、
簡

鋭
卒

爲

游
軍
、

備
外

冠
。

『三

国
志
」

巻

二
十

八
、

田
丘

倹
伝

に

(42)
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諸
葛

誕
戦

干
東

關
、

不

利
、

乃
令

誕

・
倹

封
換

。

誕
爲
鎭

南

、
都
督

豫
州

。
倹

爲
鎭

東

、
都
督

揚
州

。

と

あ
り

、
冊

丘
倹

と
入

れ
替

わ
り

に
鎮
南

将

軍
と

な

っ
た
諸
葛

誕

は
、

都
督

豫
州

諸
軍
事

と

な

っ
て

い
る
。

従

っ
て
、

冊
丘

倹
も

鎮
南

将

軍
に

な

っ
た
時
点

で
、

都
督

豫

州
諸

軍
事

と

な

っ
た

で
あ

ろ
う

。

以

上
、

王
溶

の
事

例

に

つ
い
て
は

『晋
書

』
巻

四
十

二
、
王
溶

伝
参

照
。

『晋

書
」

巻

五
十
九

、
河

間
王

顧
伝

(元

康
)

九
年

、
代

梁
王

彫
爲

平
西

將
軍

、
鎭

關
中

。
石

函
之

制
、

非
親

親
不

得
都

督
關

中
、

顯
於

諸
王

爲
疎

、
特

以
賢

墨
。

何
蕪

全

「
魏
晋

的

中
軍
」

(
『
中
央

研
究
院

歴
史

語
言

研
究

所
集

刊
』

第
十

七
本

、

1

9
4

8
年

、

4

0
9

1
4

3
3

ペ
ー
ジ

)
参

照
。

前
掲

拙
稿

、

11

1
14

ペ
ー
ジ
参

照
。

前
掲

何
菰

全
論

文

、

4
1
3

1
4
1

4

ペ
ー

ジ
参

照
。

「
三
国
志

』
巻

二
十

八
、

諸
葛

誕
伝

王
凌

之
陰

謀
也

、
太

傅

司
馬
宣

王
潜

軍
東

伐
、

以

誕
爲
鎭

東
將

軍

・
假
節

・
都

督
揚

州

諸
軍
事

、
封

山
陽

亭
侯

。

「
三
国
志

』
巻

九
、

夏
侯

玄
伝

、
斐

注
所

引

『
世
語
』

に

玄

世
名
知

人

、
爲
中

護

軍
、
抜

用
武

官

、
参

戟

牙

門
、
無

非
俊

傑
、

多
牧

州
典

郡
。

と
あ

り

、
ま

た
同

上
斐
注

所

引

『魏

略
』

に

藍

総
統
蒋

任
王
武
官
選
墨

前
後
當
此
官
煮

不
能
止
貨
賂

馨

鷺

藍

時

有
謡
言

「欲
求
牙
門

當
得
甚

更

督

吾

匪

圃

と
あ

る
。

筆
者

の
考
え

で
は
、

下
位

の
雑

号
将

軍

で
地

方

に
駐
屯

し

て

い
る
者

は
、

実

際

に
は
牙

門
将

あ

る

い
は
騎

督

と
し

て
雑

号
将

軍

を
帯

び

て

い
た

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

そ

れ
は

、
先

に
も

述

べ
た
通

り
、
軍
隊

の
構

成
上

、

一
軍
を

率

い
る

の
は
牙

門
将

・
騎
督

で
あ

り
、
そ

れ
に
対

し

て
雑
号

将
軍

(
中
郎
将

・
校
尉

も
含

む
)
は
、
軍
功

に

よ

っ

て
彼

ら

「
督

将

(部
曲

督

・
部

曲
将

を
含

む

)
」

に
与
え

ら

れ

る

「
褒

賞
」

と

し

て

の
側

面

を
強

く
持

っ
て

い
た
と

考
え

ら

れ

る
か

ら

で
あ

る
。
例

え

ば
、
本

章

で
後

に

引

用
す

る

「
司
馬
整

碑
」

の
碑

陰

に
も

「
部

曲
将

・
稗

将
軍

」

や

「
部
曲

将

・
武

猛
中

郎
将

」
と

い

っ
た
事

例
が

見
ら

れ

る
。

つ
ま
り

、
牙

門
将

・
騎

督

は
軍
隊

組
織

に

お

け
る

「
ポ

ス
ト
」

で
あ

る

の
に
対

し
、

雑
号

将

軍
は
実

質
を

伴

わ
な

い

「
標

識

」
と

し

て
の
側
面

が

強

い

の
で
あ
る
。

唐
長

濡

「
晋
郭

休
碑

践
」

(
『魏

晋
南

北
朝

階
唐

史
資

料
』

第

八
期

、

1
9
8

6
年

、

l

1
5
ペ
ー

ジ
)

『晋

書
」

巻
十

五
、

地
理

志
下

、
荊

州

の
条
参

照
。

唐

長
儒

「
魏

晋
州

郡

兵
的

設
置

和

廃
罷

」

(
『魏
晋

南

北
朝

史
論

拾

遺
」

中
華

書

局
、

北
京

、

1
9

8

3
年

、

1

4
1

1
1
5

0

ペ
ー
ジ

)
。
ま

た
、

高
敏

『魏

晋

南

北
朝

兵
制

研
究

』

(大
象

出
版

社
、

鄭
州

、

1
9

9
8
年

)

27

1
36

ペ
ー
ジ
参

照
。

前
掲

拙

稿

13

ペ
ー
ジ

参
照

。
筆

者

は
そ

こ

で
、
牙

門

将

・
騎

督

は
上

位

の
将

軍

に
属
す

る

こ
と

を
指

摘

し
た

。

こ
う

し

た
将

軍

と
牙

門
将

・
騎

督

と

の
関
係

に

つ

い
て
、

若
干

補

足
し

た

い
。

王
葬

以
前

、

上
位

の
将

軍

に
属
す

る
下
位

の
将
軍

は
、

「
稗

将
」
と

呼

ば
れ
、

さ

ら

に
大
規
模

な

編
成

の
場

合
は

、
「
大

将

-
列
将

-
稗

将
」

と

い
う

関
係

に
な

る
。

当
初

一
般

名

詞

で
あ

っ
た

こ

の

「
稗
将

」

は
、
王

芥
以
後

、

「
偏
将

軍
」

「
裡

将

軍
」
と

し

て
制
度

化

さ
れ

る

(前

掲
大

庭
著

書

3

8
4

1
3

8
5

ペ
ー
ジ

参

照
)
。

牙
門

将

・
騎
督

は

こ

の

「
偏

・
稗
将

軍
」

の
系

譜
を

受

け
継

い
で

い
る

の

で
は
な

い
か
と

考
え

ら

れ

る
。

つ
ま
り

、
「
仮

節
将

軍

-
将

軍

-
牙

門

将

・
騎

督

」
と

曹
魏

お
よ
び
西
晋

に
お
け
る
都
督
と

将
軍
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い
う

関
係

は
、

「
大

将

-
列
将

-
稗

将
」

と

い
う

関

係

に
対
応

す

る

の
で
あ

る
。

本

章

で
引

用

し
た

朱
伺

の
事

例

に
見

ら

れ

る
よ
う

に
、
牙

門
将

・
騎

督

は

「
将

軍
」

と
呼

ば

れ

る
。

一
軍

を
率

い
る
と

い
う

職
務

か

ら
、

牙
門

将

・
騎
督

は

「
将

軍
」

と

し

て
認
識

さ
れ

て

い
た

の
で
あ

る
。

こ

の
事

実
を

念

頭

に
置

き

つ
つ
、

『通
典

』
巻

三
十

六

「
魏
官

置

九
品

」
お

よ
び
同

書
巻

三
十

七

「晋

官
品

」
を

見

る
と
、
牙

門
将

・

騎
督

は

全

て

の
将
軍

号

の
末
端

に
位
置

す

る

こ
と

に
気

づ
く

。

一
方

、

『階

書
』

巻

二
十

六
、

百
官

志

下
お

よ
び

『通

典
』

巻

三
十

七

「
梁
官

品
」

に

見
え

る

「
不
登

二

品

軍
号

」

の
第

一
班

、
す

な

わ

ち
全

て

の
将

軍

号

の
最

末
端

に
は

「
偏

将

軍

・
稗

将

軍
」

が

あ
り

、
逆

に

牙
門

将

・
騎
督

の
名

は

ど

こ
に
も

見

え

な

い

(
「
牙
門

将

軍
」

は

「
不

登

二
品

軍
号

」

の

八
班
、

す

な
わ

ち

最

上
位

に
見

え

る

が
、

そ

こ

の
注

に

「代

薔

建
威

」
と

あ

る

よ
う

に
、
魏

晋

の
牙

門

将
そ

の
も

の

で
は

な

い
)
。

こ
れ

は
、

牙

門
将

・
騎
督

と
偏

・
稗

将

軍
と

の
関
連

性

を
物
語

る
も

の
で
は

な

い
だ

ろ
う

か
。

い
ず

れ

に
せ
よ

、
相
対

的

な
位

置
関

係
か

ら
見

た
場

合
、

牙
門

将

・
騎
督

が
漢

代

の

「
稗

将
」

に
相

当
す

る

の
は

間
違

い
な

い
。
牙

門
将

・
騎
督

は
、
将

軍
と

い
う

側

面

か
ら

見

れ
ば

最
末

端

に
位
置

し

、
=

軍
」

の
構
成

か
ら

見

れ
ば

、
頂

点

に
当

た

る
。

つ
ま
り

、
両

者

の
結
節

点

に
位

置

す

る

の
で
あ

り
、

軍
隊

組
織

上

の
武

官

で
あ

り

な
が

ら
、

「
将
軍

」
と
呼

ば

れ

る
所
以

で
あ

る
。

高
敏

氏

は
、
刺

史

・
太
守

に
軍
号

を
加

え

て
兵
権

を
持

た

せ
る

こ
と
を

「
州

郡
領

兵
制

」
と

名
づ

け
、

都
督

制

は
州
郡

領
兵

制

の
基
礎

の
上

に
形

成

さ
れ

た
と

い
う
見

解

を

示
し

て

い
る

(高

敏
前

掲
書

28
ペ

ー
ジ
参

照
)
。

こ

こ
で
述

べ
た

支
配

関
係

か

ら
考
え

て
、

氏

の
理
解

は
正

し

い
と
言

え

る
だ

ろ
う
。

ま
た

、

こ

の
よ
う

な
支

配
体

制

を
念

頭

に
置
く

と
、
前

章

で
述

べ
た

よ
う

に
趙

撮

の

「
監

諸

軍
事

」

を
都

督
制

と
見

な
す

こ
と

は

不
可
能

で
あ
る

こ
と

が
分

か
る

だ

ろ

う
。

つ
ま
り

、
趙

撮

は

「監

荊

州
諸

軍
事

」

「
監
豫

州
諸

軍
事

」

と

し

て
、

荊

州
あ

る

い
は
豫

州

の
州

郡
兵

を
指

揮

下

に
置

い
た

の
で
は

な
く

、
都

督
荊

豫

諸
軍

事
と

し

て
荊

・
豫

二
州

の
州
郡
兵

を
指

揮

し

て

い
た

司
馬
酪

を
監

察

し

て

い
た

の
で
あ

る
。

『
三
国
志

』
巻

十

五
、
頁

蓬
伝

黄
初

中
、

與
諸

將
並

征

呉
、
破

呂
範

於

洞
浦

、
進
封

陽

里
亭
侯

、
加

建
威

將

軍
。

前
掲

唐

長
儒

「
魏
晋

州
郡

兵
的

設

置
和
廃

罷

」
参

照
。

前
掲

高
敏

著
書

1
6

4

1
1
6

9
ペ

ー
ジ
参

照
。

一
例

の
み
挙
げ

る

と
、

『晋
書
」

巻

三
、

武
帝

紀

に

(太

康

四
年

)

秋
七

月
壬

子
、

以
尚

書
右

僕
射

・
下
郵
王

晃
爲

都
督

青
州

諸

軍
事

。

と
あ

る
。

太
康

四
年

は
、

「
州

郡
兵

撤
廃

」
政

策
実

行
直

後

で
あ

る
。

も

っ
と
も

、
全

て

の
州

郡
兵

が
そ

の
ま

ま
残

さ
れ

た
わ

け

で
は
な

い
だ

ろ
う

。
し

か
し

、
も

し

「
州
郡

兵

の
撤
廃

」
が
軍
隊

そ

の
も

の

の
解

散
を

意
味

す

る

の
で
あ
れ

ば
、

都
督

の
存

在
意

義

が
な
く

な

り
、

従

っ
て
都

督
も

廃
止

さ
れ

た
は

ず

で
あ

る
。
平

呉
後

も
都

督

が
廃
止

さ

れ
な

か

っ
た

の
は
事
実

で
あ
り
、

従

っ
て
州

郡
兵

も

そ

の

一
部

は
存

続

し

て

い
た

に
違

い
な

い
。

平
呉
後

の
州
郡
兵

の
問
題

に

つ
い
て
は
、

よ
り
詳

し
く

検
討

す

る
必

要
が
あ

ろ
う

。

「魏

書
』

巻
九

十

五
、
劉

聡
伝

に
も

ほ

ぼ
同
文

が
あ

る
。

以

(劉
)

淵
在

郭
、

催
爲

成
都

王
穎

所
害

、
亡

奔

穎
、
穎

甚
悦

、
拝

右
積

弩

將
軍

・
蓼
前

鋒
戦

事
。

郭
休

碑

か
ら

は
彼

が
軍
府

を

開

い
た
形
跡

が
見

ら

れ
な

い
こ
と

は

、
唐
長

儒
氏

が
前

掲
論

文

で
指
摘

し

て

い
る
。
従

っ
て
、
太

守
自

身

の
属

僚
と

は
考
え

ら

れ
な

い
。

「
彰

祈
碑

」

お
よ

び
劉

聡

の
事

例
は

、
州

郡
兵

撤
廃

以

降

の
時
期

で
あ

る
。
従

っ
て
、

一
時

的

に
は
地

方

兵

の
存

在

す

る
所

、
あ

る

い
は
非

漢

民
族

を
体

制
内

に
取
り

込
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(59
)

(60
)

む
際

に
参

戦

が
置

か
れ

た
よ
う

で
あ

る
。

し

か
し
、

東
晋

か

ら
南
朝

に
か
け

て
、

あ

る

い
は

北
朝

に
お

い
て
も

、
参

戦

の
事

例
は

一
つ
も

な

い
。

前
掲

張
鶴

泉

「
曹
魏

都
督

諸
州

軍
事

制
度

試
探

」
62

ペ
ー
ジ
参

照
。

氏

は
、
第

三
章

で
掲

げ

た

[曹

魏
時

期

・
督
諸

軍
事

就
任

者
]
の
表

に
見

え

る
田
豫

の
事

例
を

以

っ
て
、

そ
う

論

じ

て

い
る
。

し

か
し

、
制

度

上
、
都
督

の
本

官

が
将
軍

で
あ

る

こ
と

は
本
稿

で
論

証
し

た
と

こ

ろ
で
あ

る
。

従

っ
て
こ

の
場

合
、
よ
り
重

視
す

べ
き

は
、
彼

が

「
珍

夷
将

軍

」
を
兼

ね

て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

つ
ま
り

、
田
豫

の
本

官

は
確

か

に
太
守

で
は

あ

る
が
、
将
軍

を
兼

領
し

、
都

督

は
そ

の
将
軍

に
付

加

さ
れ
た

も

の
な

の

で
あ

る
。

な
お

、
そ

の
他

の
研
究

に
お

い
て
も

、
「
刺

史

が
都
督

を

兼

ね
る

」
と

い

っ
た
表

現

が
し

ば

し
ば
見

ら

れ

る
。
都

督
を

与

え

ら
れ

た
将

軍

が
刺
史

を
兼

ね

る
、

あ

る

い

は
刺

史

が
将

軍
を
兼

ね

て
都
督

に
な

る
こ
と

は
あ

っ
て
も

、
刺

史

が
そ

れ
自
体

で
都
督
を

兼

ね

る
こ
と

は
あ
り

得

な

い
。

こ
う

し

た
都
督

と
刺

史
と

の
関
係

に

つ

い
て
、
前
掲

拙
稿

で
は
先
行

研
究

と

同
様

、
誤

っ
た
見

方
を

し

て

い
た
。

こ

こ
に
訂

正
す

る
。

※

本
稿

は

、

「魏

晋
南

北
朝

階
唐

史
資

料
」

(武

漢
大

学
中

国

三
至
九

世
紀

研
究

所
)

の
第

20
輯

(
2
0

0
3
年

)

に
中
国

語

で
発
表

し

た
原
稿

の
日
本
語

訳

で
あ

る
。
す

で

に
十

余
年

経
過

し

て

い
る
が

、
本

稿
が

日
本

で
は

ほ
と

ん
ど
参

照

さ
れ

て

い
な

い
こ
と

、
し

た

が

っ
て
本
稿

で
指

摘

し
た
点

に
関

し

て
研
究

状

況
が
進

展

し

て

い
な

い
こ

と

を

ふ
ま
え

て
、

こ
こ

に
日
本

語
版

を

掲
載

す

る

こ
と
と

し

た
。
無

用

の
混

乱
を

避

け

る
た

め
、
改

変

は

一
切
加

え

て

い
な

い
。
な

お
本

稿

の
続

編

が

『東

洋
史

研

究
』

第

七
六
巻

第

一
号

(
二
〇

一
七
年

六
月
刊

行

予
定
)

に
掲

載

予
定

で
あ

る

こ
と
も
併

せ

て
付

記
さ

せ

て
頂

く
。
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曹
魏

お
よ
び
西
晋

に
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け
る
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と

将
軍




